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看護学部教員業績目録
一一一2006年 1月--12月一一
基礎看護学教育研究分野
〔原著〕 
1.山本利江，高橋幸子，河部房子，手口住淑子:看護過程における評価の質的分析方法の開発-看護者に

よる日常的な評価の実態を追及するために.千大看紀要， 28，1-8，2006. 

〔学会発表抄録〕 
2. Yamamoto T.: The Meanings of Nurse Student's Experience Using Simulated Patient In Nursing 
Skills Laboratory. 19th Annual Conference on Interdisciplinary Qualitative Studies，35，2006. 
3.高橋幸子:ターミナルケアにおける看護者の判断過程に関する研究-看護の評価の実践的意義につい
て看護科学研究学会第 6回学術集会集録， 55-62，2006. 
4.河部房子，山本利江，植田 彩，高橋幸子，内藤菜津子:臨地実習における看護学生の看護基本技術
の適用困難状況の構造分析.第26回日看科会学術集会講演集， 344，2006. 
5.河部房子，山本利江，植田 彩，高橋幸子，内藤菜津子，和住淑子:看護学生の食生活リフレクショ
ンの特徴と食生活モニタリング指標の検討.第21回日本保健医療行動科学会学術大会抄録集， 56， 
2006. 
6. Kawabe F.，Yamamoto T.，Ueta A.，Takahashi S.，Naito N.，Wazumi Y.，Chien S.: The examination of 
educational effectiveness in the self-controlling health supporting program for nursing students 
and the validity of “RYODORAKU". International Nursing Conference 2006，125，2006. 
7. Ueta A.，Yamamoto T.，Kawabe F.，Takahashi S.，Naito N.: Analyses of ideas of health which is dis-
tinctive to Japanese people in “COLDS AND THEIR BENEFITS". International Nursing Confer-
ence 2006，133，2006. 
8.河部房子，植田 彩，高橋幸子，内藤菜津子，北嶋祥子，粛藤しのぶ:F.ナイチンゲールの健康観
に関する一考察-I看護覚え書」と「風邪の効用」の比較より.ナイチンゲール研究学会第27回集録， 
14-20，2006. 
〔単行書〕 
9.山本利江:パイタルサインと看護の役割.田中裕二(編)， N ursing Mook 根拠に基づくパイタルサ
イン.学研， 2-7，2006. 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕 
10.河部房子，山本利江，和住淑子，大井紅莱:自己モニタリング・フィードパックに焦点をあてた健康
自主管理支援システムの開発ーシステムを構成するモニタリング指標としての良導絡の検討千大看
紀要， 28，35-44，2006. 
11.河部房子:F.ナイチンゲールの認識に描かれている観察と経験との連関を読みとる試み-r看護覚
え書j13章「病人の観察」より綜合看護， 41( 3)，5-13，2006. 
12.高橋幸子:ターミナルケアにおける看護者の判断過程に関する研究.千葉看会誌、， 12(2)，104-107， 
2006. 
〔研究状況〕
当教育研究分野では，理論看護学の立場からナイチンゲール看護論を学問的に追究し，その継承・発展
を目指した教育・研究活動を一貫して行なっている.
昨年に引き続き，看護学独自の研究方法論の開発に取り組み，山本は，看護過程における看護者の評価
の実態を明らかにするための分析方法を開発した(1).さらに，模擬患者を導入した看護技術教育にお
ける学生の学習経験の質的分析方法を検討し、国際学会にて発表した(2 ) .また，高橋は，開発された 
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研究方法論を活用して，ターミナルケアにおける看護者の判断過程を分析し (12)，看護の評価の実践的
意義を明らかにした(3 ).
看護技術教育に関して，河部は，看護学生が看護基本技術を現実の患者に適用する学習として位置づけ
られる臨地実習において、その適用が困難と教員が捉えた場面から、学生の看護基本技術の適用困難状況
の構造を明らかにした (4).山本は、観察技術に関する著書を分担執筆した(9 ).
COEサブプロジエクト D i身体機能調整Jの一環として取り組んでいる健康自主管理支援システムの
開発も継続して行っている。今年は，モニタリング指標としての良導絡の有効性(6，10)，食生活モニ
タリング指標の有効性と食生活リフレクションの特徴(5)について検討し、報告した.現在，東洋医学
を基盤とする診療所に通院している患者を研究対象にデータ収集し，分析を進めている.また，日本固有
の健康観を探るため，整体法の第一人者である野口晴哉氏の著述を元に分析を行い，その結果を報告した 
( 7 ). 
ナイチンゲール看護論を学問的に追究する研究も継続して行なっている.河部は， r看護覚え書j13章
「病人の観察Jから， F.ナイチンゲールの認識に描かれている観察と経験との連関の読み取りを行い，
看護学教育の視点から考察した (11).また， r看護覚え書』と『風邪の効用』の記述内容の比較から， F. 
ナイチンゲールの健康観を分析し，その結果を発表した(8 ).
看護教育学教育研究分野
〔原著〕 
1.三浦弘恵，舟島なをみ:学習ニードアセスメントツール臨床看護師用ーの開発.看護教育学研究， 15 
(1)，7-19，2006. 
2. 山下暢子，舟島なをみ:看護学実習における学生の「行動」と「経験」の関連一行動概念と経験概念

のメタ統合を通して看護教育学研究， 15(1)，20-33，2006. 

3.村上みち子，舟島なをみ，野本百合子:看護学教員の倫理的行動に関する研究-倫理的行動指針の探
求，看護教育学研究， 15(1)，34-47，2006. 
4. 山品晴美，舟島なをみ:病院においてリーダ一役割を担う看護師の行動の解明-勤務帯リーダーに焦
点を当てて看護教育学研究， 15(1)，48-61，2006. 
5.伊藤正子，舟島なをみ，野本百合子，鈴木美和:患者の安全保証に向けた看護師の対策と実践.看護

教育学研究， 15(1)，62-75，2006. 

6.三浦弘恵，舟島なをみ:院内教育プログラム立案に向けたアセスメントツールの有用性の検証-異な
る2病院に所属する看護師の教育ニード・学習ニードの比較をとおして看護展望， 31(1)，553-557， 
2006. 
7.松田安弘，舟島なをみ :A病院に就業する看護師の教育ニード・学習ニードの診断-診断結果に基づ
く院内教育プログラムの立案に向けて看護展望， 31(5)，558~563 ， 2006. 
8.伊藤正子，舟島なをみ:患者の安全保証に向けて看護師が実践する確認臨床知を活用した院内教育
を目指して看護展望， 31(5)，564-568，2006. 
〔学会発表抄録〕 
9. Miura H.，Funashima N.: The Development of a Learning Needs Assessment Tool for Nursing Fac-
ulty: Promote Evidenced-Based Faculty Development in J apan. 19th Annual Paci五cN ursing Re-
search Conference，CD-ROM，2006. 
10. Miyashiba T.，Funashima N.，Miura H.: Evidence to Support Faculty Development in Japan: Devel-
opment of the Self-Evaluation Scale of Teaching Behavior in Nursing Skills Laboratories. 19th An-
nual Pacific Nursing Research Conference，CD-ROM，2006. 
11. Kameoka T.，Funashima N.: Education Needs of Faculty in Diploma Programs in Japan. 19th An-
nual Paci五cNursing Research Conference，CD-ROM，2006. 
12. Miura H.，Funashima N.: Educational Needs of Clinical Nurses in Japan: Promoting Evidence-Based 
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Sta妊Developmentin Japan. The 17th International Nursing Research Congress，Sigma Theta Tau 
International Honor Society of Nursing，CD-ROM，2006. 
13. Miura H.，Funashima N.: The Relationships between Personal Attributes and Level of Learing 
Needs of Nursing Faculty in Japan. The 17th International Nursing Research Congress，Sigma 
Theta Tau International Honor Society of Nursing，CD-ROM，2006. 
14. Gorzka P.，Funashima N.，Kameoka T.，Hongo K.，Miura H.，Yamashita N.: Pilot Study to Test the 
Face Validity of the English Version of the J apanese Self Evaluation Scale on Role Model Behaviors 
for Nursing Faculty and Faculty Attributes Questionnaire，The 17th International Nursing Rか 
search Congress，Sigma Theta Tau International Honor Society of Nursing，CD-ROM，2006. 
15. Kameoka T.，Funashima N.，Sugimori M.，Yamashita N.: Factors Related to 'Research Activities of 
Nursing Faculty in Japan: A Secondary Analysis. The 17th International Nursing Research Con-
gress，Sigma Theta Tau International Honor Society of Nursing，2006. 
16. . Nakayama T.，Kameoka T.，Funashima N.，Sugimori M.: Relationships Between Personal Attributes 
and Quality of Clinical Teaching Behaviors of Nursing Faculty in Diploma Programs in Japan. The 
17th International Nursing Research Congress，Sigma Theta Tau International Honor Society of 
Nursing，CD-ROM，2006. 
17.松田安弘，三浦弘恵，舟島なをみ，永野光子，山田敬子，川村良子，中嶋和代，高橋千晶，河村美枝
子，塩手元子:院内教育プログラム立案への『日本型看護職者キャリア・デイベロップメント支援シ
ステム』導入の効果と課題-2病院の教育担当者を対象とした調査から第37回目看会抄録(看護教
育)， 19，2006. 
18.菊地佳子，宮芝智子，舟島なをみ，野本百合子:他職種を経験した後，免許を取得した看護職者の職
業経験.第37回日看会抄録(看護教育)， 142，2006. 
19.亀岡智美，舟島なをみ:病院に就業する看護職者が職業上直面する問題の経験累積による変化-経験 
3年以下と 4年以上 6年以下の比較を通して第37回日看会抄録(看護教育)， 189，2006. 
20.吉富美佐江，舟島なをみ:プリセプターによる問題に直面した新人看護師への支援に関する研究.日
本看護学教育学会第16回学術集会講演集， 76，2006. 
21.村上みち子，舟島なをみ:保健師のロールモデル行動.日本看護学教育学会第 16回学術集会講演集， 
77，2006. 
22.三浦弘恵，舟島なをみ:わが国における看護学教員の学習ニードの現状-科学的根拠に基づくファカ
ルテイ・デイベロップメントの支援に向けて日本看護学教育学会第16回学術集会講演集， 78， 
2006. 
23.田中裕二，野本百合子，舟島なをみ:基礎看護学教育に必要な解剖生理学的知識の検討一過去 5年間
の看護学教育の動向日本看護学教育学会第16回学術集会講演集， 153，2006. 
24.芳我ちより，舟島なをみ:学生間討議を中心としたグループ学習を支援する教授活動の解明-看護基
礎教育において展開される授業に焦点を当てて看護教育学研究， 15(2)，8-9，2006. 
25. 山下暢子:実習目標達成を導く教授活動を表す仮説の導出-r看護学実習教授活動理論」の開発を目
ざして-.看護教育学研究， 15(2)，10-11，2006. 
26.吉富美佐江，舟島なをみ:プリセプターと新人看護師の相互行為に関する研究.看護教育学研究， 15 
(2)，12-13，2006. 
27.永野光子:病院に就業する看護師の教育ニードと看護師特性との関係.看護教育学研究， 15(2)，14~ 
15，2006. 
28.松田安弘，舟島なをみ:日本の男性看護師が直面する問題.第10回日中看護学会， 93-97，2006. 
29. 山下暢子，舟島なをみ:日本における看護継続教育研究の現状と課題-患者の安全保障に関する教育
に焦点を当てて第10回日中看護学会， 104-107，2006. 
30.三浦弘恵，舟島なをみ :B県看護協会会員の学習ニード・教育ニードの診断-診断結果に基づく教育
計画の立案に向けて第10回日中看護学会， 147-150，2006. 
31.野本百合子:日本の看護基礎教育における安全に関わる教育研究の現状と課題一過去 5年間の基礎看
護学教育研究に焦点を当てて第10回日中看護学会， 259-260，2006. 
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32.吉富美佐江，舟島なをみ:新人看護師を指導するプリセプター役割の解明-看護概念創出法を用いた
プリセプタ一行動の概念化を通して第37回日看会抄録(看護管理)， 176，2006. 
3.八島栄子，中嶋玲子，仙福成子，尾出真理子，根本せっ子，小堀世津子，布施とも子，渡辺尚子，舟
島なをみ，三浦弘恵:県立病院 8施設合同の教育プログラムの検討-教育ニード・学習ニードの調査
2006. 1，21回日看会抄録(看護管理)，37より第 
34.松田安弘，三浦弘恵，舟島なをみ:看護管理責任者が知覚する院内教育の問題-プログラムの立案・
展開の充実を目指して第26回目看科会学術集会講演集， 167，2006. 
35.鈴木美和，三浦弘恵，舟島なをみ:病院に就業する看護師が魅力的と感じる研修会-D県看護協会会
員を対象として.第26回日看科会学術集会講演集， 167，2006. 
36.吉富美佐江，舟島なをみ:老年看護学実習に関する研究内容の分析-1999年から2003年に発表された
研究に焦点を当てて第26回日看科会学術集会講演集， 366，2006. 
37.亀岡智美，舟島なをみ，野本百合子，村上みち子:看護系大学・短期大学におけるファカルティ・
デイベロップメントの現状-11校の調査を通して第26回日看科会学術集会講演集， 411，2006. 
38. 山澄直美，舟島なをみ，亀岡智美，中山登志子，横山京子，小川妙子，鈴木恵子，本郷久美子:諸外
国の看護継続教育に影響を及ぼした要因の解明-わが国の看護継続教育の検討に向けて.第26回日看
科会学術集会講演集， 413，2006. 
39.野本百合子:基礎看護学実習に関する看護学教育研究の動向 1999年から2003年に発表された研究に
焦点を当てて第26回日看科会学術集会講演集， 413，2006. 
〔単行書〕 
40.舟島なをみ監修:看護実践・教育のための測定用具ファイル-開発過程から活用の実際まで医学書
院， 2006. 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕 
41.宮芝智子，舟島なをみ，三浦弘恵:看護技術演習における教授活動自己評価尺度の開発わが国にお
けるファカルテイ・デイベロップメントを支援するエピデンスの産出に向けて千葉大学21世紀 
COEプログラム第 3回国際シンポジウム「日本文化型看護学一知の創出と検証-J，52-53，2006. 
42.三浦弘恵，舟島なをみ:日本型看護職者キャリア・デイベロップメント支援システムの検証-I院内
教育の評価とその活用」についての合宿研修から看護教育， 47(2)，121-126，2006. 
43.舟島なをみ:千葉大学21世紀COEの一成果一日本型看護職者キャリア・デイベロップメント支援シス
テム.看護展望， 31(5)，529，2006. 
44.舟島なをみ:魅力ある院内教育の実現「日本型看護職者キャリア・デイベロップメント支援システム」
を活用して.看護展望， 31(5)，530-535，2006. 
45.舟島なをみ，村上みち子，亀岡智美，三浦弘恵，山下暢子:教育ニードアセスメントツール-看護学
教員用-(FENAT)の開発.看護教育， 47(4)，350-355，2006. 
〔研究状況〕

次の 8領域に寄与する研究活動を展開した.

①看護学教育研究の動向:看護学教育研究における今後の課題を検討するために	 基礎看護学教育に必要
な解剖生理学的知識に関する研究 (23)，老年看護学教育に関する研究 (36)，基礎看護学実習に関する
研究 (39)の動向を解明した.また，わが国の看護基礎教育・継続教育における安全教育に関する研究 
(29，31)の動向を解明した.
②看護学演習・実習における教授活動の質向上:教授活動の質向上に向け，援助技術の習得を目指す看護
学演習において学生と相互行為を展開する教員の行動を表す概念を基盤とした教授活動自己評価尺度を
開発 (10，41) した.また，学生間討議を中心としたグループ学習を支援する教授活動を解明 (24) し
た.さらに，看護学実習の目標達成に必要不可欠な教授活動の概念を用いた実習指導場面の分析を通し
て，実習目標達成を導く教授活動を表す仮説を導出 (25) した.加えて，看護学実習における学生理解
の促進に向け，その行動と経験の関連を解明(2 )した. 
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③看護学教員の発達支援:看護学教員の教育ニードアセスメントツールを開発	 (45) し，専門学校教員の
教育ニードを解明 (11)すると共に，看護学教員の研究活動に関連する因子 (15)，看護学実習におけ
る教授活動の質と個人特性の関係 (16) を解明した.また，看護学教員の学習ニードアセスメントツー
ルを開発(9 )し 根拠に基づくファカルテイ・デイベロップメントの支援に向け，その学習ニードを
解明 (22)すると共に，教員の個人特性と学習ニードの高さを解明 (13) した.さらに，大学・短期大
学におけるファカルテイ・デイベロップメントの現状を解明 (37) した.加えて，看護学教員の職業活
動の質向上を目指して，倫理的行動指針を導出(3)した.
④看護学教員が知覚するロールモデル行動の日米比較:異文化問研究の第 1段階として，米国の看護学教
員が知覚するロールモデル行動の解明に向け，本教育研究分野の開発した「看護学教員のロールモデル
行動自己評価尺度一英語版」の表面妥当性を検討するために，米国におけるパイロットスタディ (14)
を実施した.
⑤看護職者の発達支援:病院においてリーダー役割を担う看護師の行動	 (4)と共に，患者の安全保証に
向けた看護師の対策と実践(5)を解明すると共に，病院に就業する看護職者が職業上直面する問題の
経験累積による変化を解明 (19) した.また，病院に就業する看護師の学習ニードアセスメントツール
を開発(1)すると共に，本教育研究分野が既に開発した教育ニードアセスメントツールを用いて，病
院に就業する看護師の教育ニードと個人特性の関係を解明 (27) した.さらに，保健師の教育ニードア
セスメントツール開発に向け 保健師が知覚するロールモデル行動を解明 (21) した.加えて，多様な
背景を持つ看護職者の支援に向け，男性看護師が直面する問題 (28)，他職種を経験した後，免許を取
得した看護職者の職業経験 (18) を解明した.
⑥看護継続教育プログラムの開発支援:看護継続教育に活用できる教育内容の体系化に向け，患者の安全
保証を目的として看護師が実践する確認 (8)，プリセプター役割 (32)，プリセプターと新人看護師の
相互行為 (26)，問題に直面した新人看護師のプリセプターによる支援 (20) を解明した.また，効果
的な看護継続教育プログラムの立案に向け，看護師の教育ニードを解明 (12) した.さらに，千葉大学 
21世紀COEプログラムの一環として開発した日本型看護職者キャリア・デイベロップメント支援シス
テムを紹介 (43，44)すると共に，そのシステムを活用して開発した院内教育プログラムを評価し，シ
ステムの有用性を検証 (42) した.加えて，多くの看護職者の発達を支援できる看護継続教育プログラ
ムの開発に向け，病院に就業する看護師が魅力的と感じる研修会の特徴を解明 (35) した.
⑦病院・看護継続教育機関との共同による教育プログラム開発:所在地域の異なる 2病院とのアクショ
ン・リサーチを展開した成果である教育・学習ニードの診断結果に基づいて立案した教育プログラムを
紹介(7 )すると共に，その有用性を検証(6 )した.また，教育プログラム立案担当者が知覚するプ
ログラム導入の効果と課題 (34) を検討した.さらに，設置主体をーにする病院合同の教育・学習ニー
ドの診断結果に基づく教育プログラムの有用性 (33) も検討した.加えて，看護継続教育機関において
も，その教育対象者が知覚する教育・学習ニードの診断結果 (30)に基づく教育計画を立案した.
③諸外国の看護継続教育の影響要因:わが国の看護継続教育への示唆を得るために，看護先進諸外国にお
ける継続教育に影響を与えた要因を解明 (38) した.
その他，本研究分野の開発した自己評価尺度を集大成し，看護実践・看護教育の質向上に向けた測定用
具ファイル (40) を出版した.
機能・代謝学教育研究分野
〔原著〕 
1. Sato N. Sakata H. Tanaka Y.L.and Taira M.: Navigation-associated medial parietal neurons in mon-
keys. Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America，103 (45)， 
17001-17006，2006. 
〔学会発表抄録〕 
2. 山田重行:大気圧の変化と自律神経活動.コ・メデイカル形態機能学会第 5回学術集会抄録， 39， 
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2006. 
3.田中裕二，野本百合子，舟島なをみ:基礎看護学教育に必要な解剖生理学的知識の検討一過去 5年間

の看護学教育研究の動向日本看護学教育学会第16回学術集会抄録集， 153，2006. 

4.坂田夏子，田中裕二:ラベンダーオイルの芳香吸入が癖痛緩和に及ぼす影響.日本看護技術学会第 5

回学術集会講演抄録集， 72，2006. 

〔単行書〕 
5. 田中裕二(執筆・編集): Nursing Mook 34 根拠に基づくバイタルサインーメカニズ、ムと測定手技を

深く知る!.学習研究社， 2006. 

6. 田中裕二:咽.実験実習の方法 2.示教実験 2-2.バイタルサイン領域 2:脳機能.深井喜代

子，前田ひとみ(編集)，基礎看護学 -EBN志向の看護実践.南江堂， 452-454，2006. 

7 .田中裕二:高次脳機能障害ケアのエビデンス.深井喜代子(監修)，実践へのフィードバックで生か

すケア技術のエピデンス.へるす出版， 310-322，2006. 

〔総説・短報・実践報告・資料情その他〕 
8. 山田重行，岡田忍，山本利江，山本則子，北池正，田中裕二，大月恵理子:(実践報告〕平成 17年度

千葉大学公開講座「看護ケアの技術と評価ーその根拠と応用-j.千葉大学看護学部紀要， 28，65-69， 

2006. 

9. 田中裕二:REVIEW.ケアの根拠を確かめよう-最新研究レビューの要点 第21回 コミュニケー
2006.，154)，21(1ションによって活動する脳の領域はどこ?.ナーシング・トゥデイ， 
〔研究状況〕
山田(教授)は 3年間にわたる「大気圧の変化と自律神経活動」の研究結果をまとめて学会発表した(2). 
また，藤田(助手)とともに「看護介入のリラクセーション効果に関する実験的研究j，I馬脂油のスキン
ケアへの応用に関する実験的研究」など対人研究，動物実a験を行っている.
教育用電子テキストとして昨年作製した，山田による「感情と行動の脳システム形態機能学(全132ペー
ジ)j，藤田による「遺伝の科学(全137ページ)jの改訂版を作製した.さらに山田は，同じく教育用電子
テキストとして使用している「人体構造学(全299ページ)j，I薬理学(全241ページ)jに今日的事項を加
えて再改訂し，内容の充実を図った.また，普遍教育用電子テキストとして「喫煙と健康(全40ページ)j， 
「飲酒と健康(全56ページ)J，I血圧と食塩(全24ページ)Jも作製した.
田中(助教授)は看護技術の科学的な検証についての研究を継続している.今年度は痛覚刺激に対する
芳香療法(アロマセラピー)の効果についての研究成果を学術集会で発表した (4).また，パイタルサ
インや高次脳機能に関する単行書の編集や分担執筆に関わった (5-7).平成15年度より開始されたCOE
のサブプロジェクト「日本型看護職者キャリア・デイベロップメント支援システムの開発」において，看
護基礎教育課程における専門基礎領域の研究動向について調査し，学術集会で発表した(3).また， I身
体機能調整」においても表情認知に関する研究を実験および文献検討から行っている(9).日本大学医
学部の泰羅らとの共同研究である認知地図 (cognitive map)についての研究成果を英文雑誌で報告した 
(1 ).
病態学教育研究分野
〔学会発表抄録〕 
1.岡田忍，岡本有子，高齢者訪問看護における清潔・感染防止の質評価に関する指標開発.第 6回日本

感染看護学会学術集会講演集， 42-43，2006. 

2.岡田忍，西尾淳子，鈴木明子，西尾正也，長谷部恵子，上野真理:高齢者の皮膚常在菌について.環
境感染， 21 Supplement，392，2006. 
3.鈴木明子，佐々木君枝，山本美佐江，久保悦子，倉山富久子，村田正太，渡遺正治，中村安孝，田原 
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正道，安蒜聡，古山信明，石和田稔彦，猪狩英俊，佐藤武幸:オーデイツトチェックリストを用いた 
ICTラウンドによる感染対策.環境感染， 21 Supplement，272，2006. 
4.岡田忍:在宅療養者におけるベットの飼育状況.第10回日本在宅ケア学会学術集会講演集， 130-131， 
2006. 
5. Okada S.，Nagano M.，Nishio J"Suzuki A.，Nishio M.，Hasebe K.:Washing with skin detergent con聞 
taining synthetic pseudo-ceramide improved skin conditions of nursing home and old-age home 
residents. WOCN 38th Annual Wound，Ostomy，Continence Conference (Minneapolis，U.S.A.)，]une 
24-28，2006. 
6.渡辺麗子，鈴木明子，木元博史:緩和ケア施設のない地域の住民の終末期を支えるには. 2006年プラ
イマリケア関連学会連合学術会議プログラム・抄録集， 36，2006. 
7 .岡田忍，永野みどり，石田陽子:高齢者の入浴習慣の地域差について-岩手県と沖縄県の比較.第10
回北日本看護学会学術集会プログラム・抄録集， 85，2006. 
8.岡本有子，岡田忍，石垣和子，山本則子:高齢者訪問看護における家族支援の質評価に関する指標開
発:全国の訪問看護師への実態調査.家族看護学研究， 12(2)，141，2006. 
9.吉田千文，小池智子，岩崎弥生，荻野雅，鈴木明子，野崎章子:医療組織文化と看護ケア一日本文献
調査から.千葉看会第12回学術集会集録， 23，2006. 
10. Suzuki A.，Iwata Y.，Kubo E.，Watanabe A.，Igari，H.，Sato T.: Intervention of ICT for prevention 
and control of infection. The 5th East Asian Conference on Infection Control and Prevention EACIC 
2006 Program &Abstracts，39，2006. 
11.山本則子，石垣和子，金川克子，正木冶恵，鈴木みずえ，山田律子，鈴木育子，永野みどり，岡田忍，
本田彰子，赤沼智子，根本敬子，辻村真由子，岡本有子，深田順子:高齢者訪問看護の質評価指標開
発:全国の訪問看護ステーションを対象とした実態調査，第26回目看科学学会学術集会講演集， 213， 
2006. 
〔単行書〕 
12.岡田忍:第 3部 1章自己免疫性溶血性貧血患者の看護.第 3章接触皮膚炎患者の看護.矢野久子，御
供泰治(編)，ナーシンググラフイカ⑫健康の回復と看護 生体防御機能障害.メデイカ出版， 92-98， 
110-116. 2006. 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕 
13.高橋美央，鈴木明子:速乾式手指消毒剤の効果的な 1回使用量の検討.第19回千葉県院内感染研究会
抄録， 7-14，2006. 
14.岡田忍:日本人の清潔習慣に配慮したスキンケア-高齢者の入浴習慣に注目して.千葉大学21世紀 
COEプログラム The 21st Century Center of Excellence Program. The 3rd International Sympo-
sium. The ]apanese Nursing Science incorporating culturally appropriate care: The creation and 
verification of knowledge，34-35，2006. 
15.中村伸枝，岡田忍，石垣和子:看護学部における感染症対策，千大看紀要， 28，59-63，2006. 
16.村上弘之，岡田忍:看護学生の臨床実習における感染予防対策 その 1看護学生の免疫獲得状況から
みた提言.看護教育， 47(10)，900-904，2006. 
17.岡田忍，中村伸枝，村上弘之:看護学生の臨床実習における感染予防対策 その 2 抗体検査と予防
接種について.看護教育， 47(ロ~， 1137-1140，2006. 
〔研究状況〕
本研究分野では，感染源や感染経路，宿主といった多角的な観点から感染防止に関する研究を行ってい
る.今年度は，鈴木が速乾式手指消毒剤の効果的な 1回使用量について報告 (13)をまとめ，千葉大学医
学部附属病院ICTの活動をもとにICTラウンドやMRSA分離患者増加時の介入など院内感染防止活動の成
果について学会発表を行なった(3，10).岡田は，看護学生の臨床実習における感染予防対策のあり方
および千葉大学での実践について，報告を行なった (15，16，17).宿主の皮膚を健康に保つこと，すな 
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わちスキンケアも感染防止においては重要であり，特に皮膚のバリア機能の低下する高齢者でその意義は
大きいと考えられる.高齢者のスキンケアに関しては，高齢者の皮膚常在菌の特徴，高齢者の皮膚に対す
る弱酸性洗浄剤による洗浄の効果について花王との共同研究の成果を国内外の学会で発表した (2， 5). 
今後は、弱酸性洗浄剤の費用対効果についての研究を進めていく予定である.また，スキンケアについて
は， COEサブプロジェクトの一環として岡田が病院管理システムの永野らと日本の文化的背景を踏まえ
たスキンケア方法に関する研究を行っており，今年度は高齢者の入浴習慣の地域差についてまとめ，第 3
回国際シンポジウムおよび学会で発表した(7，14). また，在宅での感染防止対策についても継続して
取り組んでいる.在宅においては，ペット飼育に関連する感染症やアレルギー性疾患を発症する可能性が
あり，このテーマに関して岡田は科学研究費補助金を獲得し，今年度は千葉市内で行なった調査結果の学
会発表 (4)と関東地方の訪問看護ステーション，訪問介護ステーションの職員を対象にした質問紙調査
を行った.今年度は、デイサービスを対象にした調査と試料採取を予定している.岡田は訪問看護の石垣，
山本らの「高齢者訪問看護の質評価指標の作成」の研究分担者として，清潔と感染防止についての質評価
指標を作成のプロセス，全国調査の結果を学会で発表した(1， 8，11).引き続きこの指標を用いて実
施した全国調査の結果をまとめ，学会での発表，論文の作成を行なっていく.
この他，鈴木はCOEサブプロジェクトの一環として，患者家族関係の視点から見た緩和ケア施設の
ない地域住民の終末期について(6 ) ，医療組織文化と看護ケアについて(9)の学会発表を行なった.
岡田は，生体防御機能障害患者の看護に関する教科書を分担執筆した (12).
母性看護学教育研究分野
〔原著〕 
1 .柏原英子，森恵美:早期新生児の晴乳行動に対する母親の体験の変化.日本母性看護学会誌， 6(1)，1 
8，2006. 
2.大月恵理子:第 2子出生に伴う家族の適応過程を促す看護介入に関する研究.日本母性看護学会誌，
 
6(1)，9-14，2006. 

3.大月恵理子，森恵美，中村康香，林ひろみ，中野美佳，陳東，前原邦江:日本における妊娠期の母親
役割獲得を促す家族看護の構成概念，千葉看会誌， 12(1)，50-57，2006. 
4.陳東，森恵美，望月良美，安藤みか，柏原英子，石井邦子，大月恵理子:不妊治療のために来院して
いる女性のストレスを軽減する看護介入プログラムの開発.日本不妊看護学会誌， 3(1)，4-10，2006. 
〔学会発表抄録〕 
5.陳東，森恵美，望月良美，柏原英子，安藤みか，大月恵理子:育成期にある子育て観尺度の開発一信
頼性・妥当性の検討.千葉大学21世紀COEプログラム第 3回COE国際シンポジウム「日本文化型看
護学一知の創出と検証-J，46-47，2006. 
6. Nakamura，Y.，Mori，E.: Developing a Maternity Diary as a Supplemental Tool of Nursing Interven-
tion -Focusing on the Comfortable Experience during Pregnancy. The 9th East Asia Forum on 
Nursing Scholars (Bankok，Thailand)，2006. 
7 .前原邦江，森恵美:産後 1--3か月の母親への育児支援フ。ログラムの実施と評価-“ふれあい"を通
して母子相互作用を促す看護介入.第 8回日本母性看護学会学術集会抄録集， 54，2006. 
8.小津治美，森恵美:母親役割の自信につながる双子の母親としての体験.第 8回日本母性看護学会学
術集会抄録集， 55，2006. 
9.高島えり子，高橋真理:青年期女子への多面的アプローチによるPMSセルフケアプログラムの効果.
第8回日本母性看護学会学術集会抄録集， 42，2006. 
10.吉田千文，森恵美，手島恵、，酒井郁子，山本利江，荻野雅，高橋久一郎:クリテイカルケアにおける
倫理的課題-1985年--2005年日本における文献調査から第10回日中看護学会集録， 309-310，2006. 
11.陳束、森恵美:乳幼児を育てる親の子育て観尺度の開発一日本語版と中国語版子育て観尺度の作成と
内容的・表面的妥当性の検討第10回日中看護学会集録， 284-286，2006. 
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12.愛甲麻衣，森恵美，柏原英子:娘の出産に関する実母の関心.母性衛生， 47(3)，232，2006. 
13.吉田真奈美，森恵美:分娩後入院中の母親がわが子の泳浴を経験する際の 2つの看護方法の効果の比
較.第26回日本看護科学学会学術集会講演集， 231，2006. 
〔報告書〕 
14.村本淳子，森恵美他:我国における助産師教育カリキュラムの分析一大学・短期大学専攻科・専門学
校の比較-学士課程の看護統合カリキュラムにおける助産師教育プログラム開発のための準備調査，
平成17年度文部科学省研究補助金(基盤研究C)研究成果報告書(研究代表者:新道幸恵)， 4-51，2006. 
〔総説・短報・実践報告圃資料・その他〕 
15.大月恵理子，陳東，望月良美，安藤みか，柏原英子，森恵美:不妊治療中の女性への看護介入ガイド
ラインの展開のための研修会の実施とその評価ー千大看紀要， 28，29-34，2006. 
16.森恵美:不妊治療によって妊娠した女性の看護.第 3回日本不妊看護学会会長講演，日本不妊看護学
会誌， 3(1).，20~24 ， 2006. 
〔研究状況〕
本教育研究分野では， Reproductive Healthに関連した健康問題を持つ女性や，妊娠・分娩・産祷期な
どにある女性の健康や母'性性の発達を促す看護方法に関する研究を行っている.家族育成期の女性とその
重要なパートナーである夫との関係，家族についても調査，検討を重ねている.また、平成17年度より助
産師教育カリキュラムについての研究にも着手している. 
COE研究においては，サブプロジェクト B (日本文化型家族支援)およびサブプロジェクト G (日本
型倫理的推論の特徴と看護基礎教育)に取り組んでおり，その研究成果(3， 5，7，11および10) を発
表した.また，現在，サブプロジェクト横断研究として， I乳幼児期の子どもをもっ家族への育児支援プ
ログラムの開発一地域における包括的家族支援プログラムへの提言-Jに取り組んでいる.森は，サブプ
ロジ、エクト Gのメンバーとともに平成18年度より文部科学省研究補助金(基盤研究C) I大学院看護教育
における日本文化を反映した看護倫理教育プログラムの開発」の研究に着手している.
森を代表研究者として，平成16年度より文部科学省科学研究費補助金(基盤研究(B) を受け進めている
「不妊治療を受けている女性のストレスを軽減する看護介入プログラムの開発と実用化」について，その
成果として，原著論文 (4)および，途中経過として短報 (15)にて報告し，さらに継続して取り組んで
いる.
その他，柏原(1 ) ，大月(2 )がそれぞれ，研究成果を原著論文として発表した.
また，助産師教育カリキュラムの企画研究 (14) を発展させて，平成18年度より，森と石井は，文部科
学省科学研究費補助金(基盤研究 (B) I看護系大学の統合カリキュラムにおける助産師教育の到達目標
に関する検討J(研究代表者:新道幸恵)にも取り組んでいる.
小児看護学教育研究分野
〔原著〕 
1 .中村伸枝，松浦信夫，佐々木望，貴田嘉一，兼松百合子.1型糖尿病をもっ子どもと健康児のQOL
の比較.糖尿病， 49(1)，11-18，2006. 
2.中村美和，中村伸枝，荒木暁子:ターミナル期にある小児がんの子どもを抱える家族の体験-緩和ケ

アに立脚した看護援助指針の作成に向けた看護師に対する面接調査一.千葉看会誌， 12(1)，71-77， 

2006. 
3.佐藤まゆみ，中村伸枝，宮崎美砂子，本田彰子，赤井ユキ子，庄司京子，瀧口章子，古川淳子，石垣

和子，演野孝子:臨床実践における看護技術-熟練看護師が実践する看護技術の分析を通して千葉

看会誌， 12(1)，14-21，2006. 
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〔学会発表抄録〕 
4. Ogawa J.， Endo K.，Kanamaru T.，Nakamura M.，Sato N.，Araki A. & Nakamura N.: Development of 
Computer Aided Instruction (CAI)to promote autonomy of children with cancer in response to 
pain with treatment.38th Congress of the International Society of Pediatric Oncology，Pediatric 
Blood &Cancer，47 (4)，504，2006. 
5. Nakamura M.，Nakamura N. &Araki A.: Experiences of Japanese families of children with cancer 
and the e旺ectof those experiences on their families: Suggestions for development of palliative 
Pedi-，38th Congress of the International Society of Pediatric Oncology 1.Nursing guidelines Report 
atric Blood &Cancer，47 (4)，505，2006. 
6. Nakamura M.，Nakamura N. &Araki A.: Symptom management related Nursing Interventions for 
]apanese children with cancer and their families: Suggestions for development of palliative Nursing 
Pediatric，38th Congress of the International Society of Pediatric Oncology 2. guidelines Report 
Blood &Cancer，47 (4)，505，2006. 
7. Uchida M.，Takenouchi S.，Hiraide R.， Komai Y.，Kajiyama Y.，Maru M.，Misawa F.，Ishikawa F.，Ishi-
Tomioka A.: Nursing &Sato M. ，Michiko M.].，Nonaka，Matsuoka M.，Y.Ohara ].，Ogawa，bashi A.
perceptions of caring for children with cancer，and their families，in J apan. 38th Congress of the In-
ternational Society of Pediatric Oncology，Pediatric Blood &Cancer，47 (4)，503，2006. 
8.中村伸枝，遠藤数江，荒木暁子，小川純子，武田淳子:慢性疾患をもっ小児の食習慣の特徴.第53回
日本小児保健学会講演集， 466-467，2006. 
9.荒木暁子:障害のある乳幼児とその母親の食事場面における母子相互作用行動の特徴一時間サンプリ

ング方を用いた頻度分析第53回日本小児保健学会講演集， 312-313，2006. 

10.荒木暁子:ダウン症の乳児の楠乳場面における母子相互作用.第12回日本摂食・峡下リハビリテー
ション学会学術集会プログラム・抄録， 159，2006. 
11.遠藤数江，中村伸枝，荒木暁子，小川純子，武田淳子:大学生の食習慣・食への関心・食への満足と
小学生から高校生までの料理の手伝い経験との関連.第53回日本小児保健学会講演集， 414-415， 
2006. 
12.金丸友，中村伸枝:1型糖尿病をもっ学童後期・思春期患児のフットケアについて.日本糖尿病教
育・看護学会誌， 10特別号 第11回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集， 146，2006. 
13.星野美穂，中村伸枝，荒木暁子:入院中に病弱養護学校に在籍した学童の復学後の困難と対処および
学校生活への適応を促進した因子.日本小児看護学会第16回学術集会講演集， 158-159，2006. 
14.中村美和，中村伸枝，荒木暁子:緩和ケアを必要とする小児がんの子どもと家族に対する看護援助指
針の作成(第 1報)一家族の体験の形相の特徴，情緒的体験とその影響要因の分析日本小児看護学
会第16回学術集会講演集， 194-195，2006. 
15.中村美和，中村伸枝，荒木暁子:緩和ケアを必要とする小児がんの子どもと家族に対する看護援助指
針の作成(第 2報)一子どもと家族に対する症状マネジメントにおける看護援助の分析日本小児看
護学会第16回学術集会講演集， 196-197，2006. 
16.市原真穂，池畑久美子，片山ゆかり，塚原信江，荒木暁子，佐藤奈保:乳幼児期の障害児を育てる母
親に対する育児ストレスショートフォームを用いた面接内容の分析.日本小児看護学会第16回学術集
会講演集， 170-171，2006. 
17.出野慶子，中村伸枝，金丸友:1型糖尿病をもっ子どものきょうだいの思い・体験.日本糖尿病教
育・看護学会誌， 10特別号 第11回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集， 145，2006. 
18.星野美穂，中村伸枝，荒木暁子:復学後の学校生活への適応、を促進する病弱養護学校で、の体μ験と親の
かかわり.第53回日本小児保健学会講演集， 590-591，2006. 
19.仲西江里奈，市原真穂，佐藤奈保，吉岡大晶，大須賀美智，荒木暁子，中村伸枝，小川純子，遠藤数
江，金丸友乳幼児期の重症心身障害児の家族が意思決定を必要とする局面における専門職のかかわ
りと感じる困難.第53回日本小児保健学会講演集， 350-351，2006. 
20.徳永萌，遠藤数江，中村伸枝，渡辺ゆかり:短期入院で手術を受ける幼児期・学童前期の子どもをも
つ親の思い一入院前に親が子どもに説明することに焦点をあてて第17回日本小児外科QOL研究会 
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プログラム・抄録集， 25，2006. 
〔報告書〕 
21.中村伸枝:学童期から青年期にかけての食習慣の形成と食教育および慢性疾患の影響.平成 15年度~
2006. 1，1-13研究成果報告書，(c)年度科学研究費補助金(基盤研究17平成 
〔単行書〕 
22.荒木暁子:第 2章PSI育児ストレスインデックス一日本版ParentingStress Index-2使用方法回答・
集計・プロフィールの作成. Richard R.A bidin (原著)，兼松百合子，荒木暁子，奈良間美保，白畑
範子，丸光恵，荒屋敷亮子(著)， PSI育児ストレスインデックス手引.雇用問題研究会， 41-44， 
2006. 
23.荒木暁子:第 2章PSI育児ストレスインデックス一日本版ParentingStress Index-3標準スコアと各県
のスコアの特徴. Richard R.A bidin (原著)，兼松百合子，荒木暁子，奈良間美保，白畑範子，丸光
恵，荒屋敷亮子(著)， PSI育児ストレスインデックス手引.雇用問題研究会， 45-48，2006. 
24.荒木暁子:付録 1 2育児ストレスショートフォーム (PS-SF，19項目)の開発と臨床への応用. 
Richard R.A bidin (原著)，兼松百合子，荒木暁子，奈良間美保，白畑範子，丸光恵，荒屋敷亮子
(著)， PSI育児ストレスインデックス手引.雇用問題研究会， 78-83，2006. 
25.荒木暁子:6小児看護学領域 1)小児看護学の対象と考え方.神郡博(編入コンパクトガイド
看護実践の基礎と展開.第 1版，看護の科学社， 269-270，2006. 
26.荒木暁子:6小児看護学領域 2 )小児看護学の展開に必要な知識と技術.神郡博(編)，コンパク
トガイド 看護実践の基礎と展開.第 1版，看護の科学社， 270-288，2006. 
27.小川純子:6小児看護学領域 4) よくみられる病気の子どもの看護の展開， (1)気管支哨息， (2)小児
がん.神郡博(編)，コンパクトガイド 看護実践の基礎と展開.第 1版，看護の科学社， 303-309， 
2006. 
28.遠藤数江:6小児看護学領域 4) よくみられる病気の子どもの看護の展開， (4)鼠径ヘルニア， (5) 1 
型糖尿病.神郡博(編)，コンパクトガイド 看護実践の基礎と展開.第 1版，看護の科学社， 310-
318. 2006. 
〔総説・短報・実践報告・資料周その他〕 
29.金丸友:診断後 1年以内の10代糖尿病患児が知覚するソーシャルサポートと療養生活の関連について.
日本糖尿病教育・看護学会誌， 10(2)，122-131，2006. 
30.中村伸枝，遠藤数江，武田淳子，荒木暁子，香川靖子:学童に対する日常生活習慣改善プログラムの
長期的効果.千大看紀要， 28，9-15，2006. 
31.中村伸枝，岡田忍，石垣和子:看護学部における感染症対策.千大看紀要， 28，59-63，2006. 
32. Ishigaki K.，Masaki H.，Nakamura N.，Miyazaki M. & Yamamoto N.: The current state of the center 
for the creation and dissemination of new ]apanese nursing science: The 2Pt eentury Center of Ex-
cellence at Chiba University School of Nursing. ]apan ]ournal of Nursing Science，3，77-82，2006. 
33. 山崎明子，市原真穂，池畑久美子，片山ゆかり，塚原信江，佐藤奈保，荒木暁子:乳幼児期の障害児
を持つ父親の育児協力の実態と育児に対する認識.家族看護学研究， 12(2)，162，2006. 
34.中村伸枝:子どもの生活習慣の改善に向けた地域，学校，医療との連携.小児看護， 29(6)，739-743， 
2006. 
35.荒木暁子:先天的な障害をもっ小児と家族への看護.小児看護， 29(8)，1125-1128，2006. 
36.岡田忍，中村伸枝，村上弘之:看護学生の臨床実習における感染予防対策 その 2抗体検査と予防接
種について.看護教育， 47(凶， 1137-1140，2006. 
37. 中村美和，中村伸枝，荒木暁子，小川純子，佐藤奈保:子どもと家族が望む緩和ケアをめざして. 5 
一日本における子どもと家族への緩和ケアの現状小児看護， 29(1)，121-127，2006. 
38. 中村伸枝，荒木暁子，小川純子，金丸友，中村美和，佐藤奈保，伊庭久江:子どもと家族が望む緩和
ケアをめざして. 6一子どもと家族が望む緩和ケアを実現するために必要なこと.小児看護， 29(2)， 
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252-257，2006 
39.小川純子，遠藤数江，金丸友，中村美和，佐藤奈保，荒木暁子，中村伸枝:小児がんの子どもが治療
に伴う痛みに主体的に関わるためのComputerAided Instruction (CAI)の作成.小児がん， 43(3)， 
477. 2006. 
40.竹内幸江，内田雅代，駒井志野，平出礼子，大脇百合子，三淳史，梶山祥子，丸光恵，森美智子，石
橋朝紀子，松岡真里，小原美江，小川純子，野中淳子，石川福江，富岡晶子，佐藤美香:小児がんの
子どもと家族のケア環境-看護ケアガイドラインの開発に向けて.小児がん， 43(3)，481，2006. 
41.三淳史，内田雅代，駒井志野，平出礼子，大脇百合子，竹内幸江，梶山祥子，丸光恵，森美智子，石
橋朝紀子，松岡真里，小原美江，小川純子，野中淳子，石川福江，富岡晶子，佐藤美香:小児がんの
子どもを持つ子どもと家族のケアにおける実施と難しさの看護師の認識-看護ケアガイドラインの開
発に向けて小児がん， 43(3)，482，2006. 
42.遠藤数江，中村伸枝，金丸友:1型糖尿病患児の成長曲線の特徴と成長曲線を活用した支援.第12回
千葉小児糖尿病研究会， 2006. 
〔研究状況〕
本年度の本教育研究分野の研究活動では， COEサブプロジェクト B 1日本型家族支援」において行っ
た3テーマ:慢性疾患をもっ学童・思春期患者の自己管理に関する研究 (32)，障害をもっ乳幼児の家族
の日常生活における体験に関する研究(9，10，35)，緩和ケアを必要とする小児と家族の看護 (2，5， 
6，37，38)について成果の発信を行なった.
また， COE以外では，各教員が臨床とつながりをもちながら研究を継続している.中村は小児糖尿病
に関する研究を継続すると共に(1，17)，平成15-17年度科学研究費補助金(基盤研究C) を得た「学
童期から青年期にかけての食習慣の形成J(8，11，30，34)を終え、報告書にまとめた (21).新たに，
平成18-21年度科学研究費補助金(基盤研究C，研究代表者:中村)を得て「母親への健康への関心を高
め生活習慣改善を促す支援が，幼児の生活習慣に与える影響」に研究分野全体で取り組んでいる.荒木は，
平成17-19年度科学研究費補助金(基盤研究C)を得た「乳幼児期の障害児を育てる家族の意思決定を支
える支援に関する研究」を進めると共に，育児ストレスツールを出版した(9，10，16，19，22，23，24). 
小川は，平成16-18年度科学研究費補助金(萌芽)を得た「小児がんの子どもが治療に伴う痛みに主体的
に関わるためのComputerAided Instructionの開発J(4，39) を行なった.金丸は、小児糖尿病に関す
る研究を発表すると共に (29)，昨年度から引き続き「糖尿病をもっ学童・思春期のフットケアに対する
看護援助指針の作成とその実施J(12)に取り組んでいる.また，遠藤は， 11型糖尿病患児の成長曲線の
特徴と成長曲線を活用した支援Jについて研究を進めている (42).
成人看護学
〔原著〕 
1.佐藤まゆみ，増島麻里子，柴田純子，神間洋子，棲井智穂子，員嶋朋子，小坂美智代，伊藤道子，本
田彰子:終末期がん患者を抱える家族員の体験に関する研究.千葉看会誌， 12(1)，42-49，2006. 
2.佐藤まゆみ，中村伸枝，宮崎美砂子，本田彰子，赤井ユキ子，荘司京子，瀧口章子，吉川淳子，石垣
和子， 1賓野孝子:臨床実践における看護技術 熟練看護師が実施する看護技術の分析を通して.千葉
看会誌， 12(1)，14-21，2006. 
3.海老津睦，虞嶋朋子，寺町優子，曾田信子:A-Cバイパス術を受ける患者のうつ状態と日常生活の
身体機能状態の関連.日本循環器看護学会誌， 2(1)，34-40，2006. 
4.金子虞理子，員嶋朋子，小泉晋一，岡本高宏，佐藤紀子:Su旺ering調査票の開発.日看科会誌， 26 
(3)，3-12，2006. 
〔学会発表抄録〕 
5.箕嶋朋子，神間洋子，増島麻里子，柴田純子，佐藤まゆみ，正木治恵:看護系大学院修了者支援プロ 
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グラム開発に関する研究ーその 1 大学院修了後の課題と期待する支援.第26回日看科会学術集会講
演集， 165，2006. 
6.佐藤まゆみ，増島麻里子，柴田純子，神間洋子，楼井智穂子，虞嶋朋子，小坂美智代，伊藤道子，本
田彰子:終末期がん患者を抱える家族の体験に関する研究.第20回がん看護学会学術集会講演集， 
262，2006. 
7 .神間洋子，佐藤雄子，桑原麻理子:脳機能障害をもっ原発性悪性脳腫蕩患者の生活力の減退に伴う苦
難.第20回がん看護学会学術集会講演集， 154，2006. 
8.馬場由美子，佐藤雄子，佐藤まゆみ:手術療法を受けた食道がん患者の退院 3カ月後における日常生
活への取り組み.第20回がん看護学会学術集会講演集， 228，2006. 
9.平岡玲子，佐藤まゆみ，佐藤種子，箕嶋朋子:ペインマネジメントに対するがん患者の主体的取り組
み.第20回がん看護学会学術集会講演集， 237，2006. 
10.藤津陽子，柴田純子，佐藤櫨子，虞嶋朋子:同種造血幹細胞移植を受けた造血器腫蕩患者の移植後早
期の対処.第20回がん看護学会学術集会講演集， 149，2006. 
11.井上菜穂美，神間洋子，佐藤櫨子，虞嶋朋子:消化管閉塞を生じた終末期がん患者の意思決定への看
護援助.第20回がん看護学会学術集会講演集， 272，2006. 
12.神津三住，佐藤穂子，佐藤まゆみ，虞嶋朋子:肝切除術を受けた患者の退院後の生活における療養行
動.第20回がん看護学会学術集会講演集， 307，2006. 
13.多国美和，虞嶋朋子，佐藤まゆみ:終末期がん患者と配偶者の相互作用に関する研究.第26回日看科
会学術集会講演集， 160，2006. 
14.浅井潤子，虞嶋朋子，増島麻里子:初期治療を受ける進行肺がん患者の不確かさの体験.第26回日看
科会学術集会講演集， 157，2006. 
15.小野智子，神間洋子，虞嶋朋子:外来で緩和的化学療法を受けるがん患者の家族員が認識するサボー
ト.第26回日看科会学術集会講演集， 159，2006. 
16.西育子，柴田純子，虞嶋朋子:集学的治療を受ける女性がん患者の職業を継続することへの思いと取
り組み.第26回日看科会学術集会講演集， 159，2006. 
Konishi T:Nursing ]，Kataoka，Nagasaka 1，Shibata J.Kamma Y，Sato M，Majima T，17. Masujima M
intervention for cancer patients to overcome a critical situation in ]apan. 14th International Confer-
ence on Cancer Nursing，131，2006. 
18. Masujima M: Outpatient nursing promoting early-stage detection of lymphedema on cancer pa-
tients in ]apan. 14th International Conference on Cancer Nursing，212，2006. 
〔報告書〕 
19.佐藤雄子，佐藤まゆみ，増島麻里子，柴田純子，神間洋子，菅原聡美:がん患者の主体的療養を支援
する外来看護モデルの外来看護実践への適用に関する研究.平成15年一17年度科学研究費補助金(基
盤研究(B)課題番号15390668)報告書， 2006. 
〔単行書〕 
20.増島麻里子:第E章 4. ターミナル期における食に関する苦痛と援助. 5. ターミナル期における
排世に関する苦痛と援助.佐藤種子(監)，浅野美知恵(編入絵でみるターミナルケア.学研， 174-
179，186-194，2006. 
21.増島麻里子:終末緩和ケアを受ける人の看護.佐藤種子(監)，実践看護技術学習支援テキスト 成
人看護学 I. 日本看護協会出版会， 307-320，2006. 
22.増島麻里子:12.皮膚・粘膜の問題 Q64 リンパ浮腫とはどのような状態ですか? Q65 浮腫と
リンパ浮腫の対策を教えてください.堀夏樹，小津桂子(編)， N ursing Care第11号 一般病棟でで
きる緩和ケア Q&A.総合医学社， 140-143，2006. 
23.増島麻里子:リンパ浮腫の予防とケア.阿部恭子，矢形寛(編)， N ursing Mook38 乳がん患者ケア
ガイド.学研， 159-163，2006. 
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〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕 
24.箕嶋朋子:成人看護学領域における専門看護師教育の課題と展望，平成18年度千葉大学公開講座 看
護におけるキャリア開発の方向と成果， 8-9，2006. 
25.佐藤まゆみ:シンポジウム『がん看護を創造する専門的看護の展開Jがん患者の主体性を活かす外来
看護.第20回がん看護学会学術集会講演集， 53，2006. 
26.佐藤まゆみ:第20回日本がん看護学会学術集会・シンポジウム がん患者の主体性を活かす外来看護，
日本がん看護学会誌， 20(2)，23-24，2006. 
27.佐藤まゆみ，大室律子，根本敬子，佐藤種子，太田節子，門川由紀江，演野孝子:新人看護職者の看
護実践能力を育成する教育プログラム開発看護系大学を卒業した新人看護職者における看護実践能
力の習得状況.看護管理， 16(8)，676-681，2006. 
28.佐藤まゆみ，根本敬子，大室律子，佐藤種子，太田節子，門川由紀江，演野孝子:新人看護職者の看
護実践能力を育成する教育プログラム開発看護系大学を卒業した新人看護職者の看護実践能力を育
成するための教育プログラムの開発看護技術の精選.看護管理， 16ω，959-963，2006. 
29.大室律子，佐藤まゆみ，根本敬子，佐藤雄子，太田節子，門川由紀江，演野孝子:新人看護職者の看
護実践能力を育成する教育プログラム開発新人看護職者の看護実践能力問題とその対策.看護管理， 
16(7)，554-558，2006. 
30.根本敬子，佐藤まゆみ，大室律子，太田節子，佐藤藤子，門川由紀江，i賓野孝子:新人看護職者の看
護実践能力を育成する教育プログラム開発 大卒新人看護職者が就職 6カ月後に抱く新人教育への希
望・要望.看護管理， 16(9)，776-780，2006. 
31.太田節子，根本敬子，佐藤まゆみ，大室律子，佐藤種子，門川由紀江，i賓野孝子:新人看護職者の看
護実践能力を育成する教育プログラム開発新人大卒看護師の希望する「新人教育におけるマンツー
マン教育j.看護管理， 16Q~， 870-874，2006. 
32.大室律子，佐藤まゆみ，根本敬子，佐藤耀子，太田節子，門川由紀江，演野孝子，新野由子:新人看
護職者の看護実践能力を育成する教育プログラム開発 大卒新人看護実践能力の到達度評価.看護管
理， 16(:ロ~， 1055-1060，2006. 
3.増島麻里子，員嶋朋子，佐藤まゆみ，柴田純子，神間洋子，長坂育代，片岡純，小西敏子:Nursing 
Intervention for cancer patients to overcome a critical situation and become well危機的状態にある
がん患者が安寧に至ることを促す看護援助.千葉大学21世紀COEプログラム The 2rtCentury 
Center of Excellence Program The 3rd International Symposium，44-45，Feb 20th 2006. 
〔研究状況〕
成人看護学教育研究分野では， COEサブプロジェクト「日本文化型家族支援」ならびに「日本文化型
対人援助関係j，COE横断研究「終末期がん看護j，心疾患看護，周手術期看護，がん看護，終末期看護，
新人看護職員への教育プログラム，看護系大学院修了者支援に関する研究等を行っている. 
COEサブプロジ、エクト「日本文化型家族支援」における研究では，佐藤らが，終末期がん患者を抱え
る家族の体験について発表・著述した(1，6).同じく COEサブプロジェクト「日本文化型対人援助関
係」における研究で，増島らは，日本において危機的状況にあるがん患者への看護介入について明らかに
し国際発信した (17，33).横断研究「終末期がん看護」においては，平成19年 2月の国際ワークショッ
プに向け，研究と準備を進めている.
心疾患看護については，虞嶋が心臓バイパス術を受ける患者のうつ状態と身体機能の関連について著述
した(3 ).周手術期看護については，手術を受けた患者の退院後の生活に焦点を当てた研究成果(8，12) 
を，がん看護については，がん患者と家族の治療や生活に伴う体験や取り組みに関する研究成果 (4，7， 
9，10，14，15，16) を，それぞれ発表した。終末期がん看護については，研究成果 (11，13)の発表に
加え，増島が緩和ケアについて執筆した (20，21). 
また，佐藤は，新人看護職者の看護技術力育成や看護実践能力に関する研究成果について著述した(2 ， 
27，28，29，30，31，32). 
全教員が科学研究費補助金を受けた研究を遂行しており，特にがん看護については平成17年度まで継続
して科学研究費の補助を受けた「がん患者の主体的療養を支援する外来看護モデルの外来看護実践への適 
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用に関する研究J(基盤研究(B) に関する取り組みを学会シンポジウムで報告し (25，26)，報告書を完成
させ (19)，今年度から新たに「外来通院がん患者の主体性を育成・支援する看護実践能力および外来看
護実践方法の開発J(基盤研究(B) に取り組んでいる.また，箕嶋が「看護系大学院修了生のための支援
プログラム開発に関する研究J(基盤研究(C)(2) について研究の一部を発表し(5，24)，増島は， r早期
段階のリンパ浮腫のあるがん患者に対する外来看護システムの構築J(若手研究(B) に関わる研究の一部
を国際発信し (18)，本の執筆 (22，23) も行った.他に，佐藤が「再発乳がん患者のサポ}トグループ
プログラム開発に関する研究J(基盤研究(C)(2)，柴田が「在宅終末期がん患者を介護する家族の満足感を
高める看護介入J(若手研究(B)，神間が「外来治療期にある悪性脳腫蕩患者の苦難に即した看護指針の作
成に関する研究J(若手研究(B) に着手している.
老人看護学教育研究分野
〔原著〕 
1 .瀬戸奈津子，山本郁子，岡崎優子，岡田ゆかり，河井伸子，坂井さゆり，森小律恵、，清水安子，正木
治恵:看護ケアを捉える文化的枠組みの構築-海外文献による文化的視点の明確化千葉看会誌， 12 
(1)，65-70，2006. 
Takeo K.: A trial cal-，.Takaya T. ，Sato E.，Masaki H.，Hirose C.，N akashima K.，Mizuno M.，2. Ozawa M.
culation of how many newly graduated nurses can be trained at national hospital organization fa司 
cilities that satisfy provisional standards on desirable educational systems. ]ournal of Nursing Stud-
ies NCN]，5 (1)，3-12，2006. 
3.谷本真理子:慢性病下降期を生きる人々のセルフケアの意味に着目して支援する看護援助.千葉看会

員t，12(2)，1-7，2006. 

4.長瀬明日香，清水安子，正木治恵:病状の経過が緩慢な慢性病をもっ患者の身体志向性に関する研究.
千葉看会誌， 12(2)，43-49，2006. 
5.鳥田美紀代，清水安子，正木治恵:意思をくみ取って援助することに困難を感じる高齢者に対する看

護師のとらえ方の構造.千葉看会誌， 12(2)，63-68，2006. 

〔学会発表抄録〕 
6. Masaki H.，Shimizu Y.，Tadokoro Y.，Tanimoto M.，Kuroda K.: Meta-synthesis of Clinical Knowledge 
of Interpersonal Nursing Practice in ]apan. 28th International Association for Human Caring Con-
ference，10 (2)，75，2006. 
7. Seto N.，Masaki H.: Evaluation index of practical ability for Diabetes Care: The clinical knowledge 
of interpersonal relationship in ]apanese nursing: 28th International Association for Human Caring 
Conference，10 (2)，76，2006. 
8.正木治恵、，山本信子:高齢者訪問看護における糖尿病ケアの質評価に関する指標開発.日本糖尿病教
育・看護学会誌， 10 (特別号)， 277，2006. 
9. 山本育子，田所良之，正木治恵:変形性股関節症患者の自分の望む方向を見すえながら治療法を選択

する際の思い.第26回日看科会学術集会講演集， 124，2006. 

10.虞嶋朋子，神間洋子，増島麻里子，柴田純子，佐藤まゆみ，正木治恵:看護系大学修了者支援プログ
ラム開発に関する研究ーその 1 大学院修了後の課題と期待する支援.第26回日看科会学術集会講演
集， 165，2006. 
11.山本則子，石垣和子，金川克子，正木治恵，鈴木みずえ，山田律子，鈴木育子，永野みどり，岡田忍，
本田彰子，赤沼智子，根本敬子，辻村真由子，岡本有子，深田順子:高齢者訪問看護の質的評価指標
開発:全国の訪問看護ステーションを対象とした実態調査.第26回目看科会学術集会講演集， 213， 
2006. 
12.坂井さゆり，田所良之，清水安子，正木治恵:療養病棟の文化にみる高齢者と看護師の入浴援助場面
の構造-ケアリング実践に向けた一考察第26回日看科会学術集会講演集， 217，2006. 
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13.張平平，正木治恵:中国における高齢患者の服薬アセスメントツールの使用による看護師の意識変化.
第26回日看科会学術集会講演集， 389，2006. 
14.新野由子，正木治恵:わが国における出産準備教室に関する文献検討.第26回日看科会学術集会講演
集， 448，2006. 
15.末永由理，柳井田恭子，渋谷由紀子，谷本真理子，宮本千津子:参加者の成長の視点からみた糖尿病
外来看護システムの構築活動の評価.日本糖尿病教育・看護学会誌， 10 (特別号)， 110，2006. 
16.太田美帆，谷本真理子，三浦美奈子，竹内千鶴子，尾岸恵三子:糖尿病食事療法支援方法として「弁
当箱法」を導入した患者の反応.日本糖尿病教育・看護学会誌， 10 (特別号)， 289，2006. 
17.河井伸子，北島美奈，清水安子，正木治恵.2型糖尿病とともにある人の連続性 (Continuity).日
本糖尿病教育・看護学会誌， 10 (特別号)， 120，2006. 
18.森小律恵，北島美奈，清水安子，正木治恵:自律神経障害をもっ糖尿病患者の症状の体験一身体への
気づきを促す看護援助を通して日本糖尿病教育・看護学会誌， 10 (特別号)， 124，2006. 
19.遠藤和子，正木治恵，清水安子:食事療法導入による 2型糖尿病患者の食卓の変容.日本糖尿病教
育・看護学会誌， 10 (特別号)， 183，2006. 
20.鈴木史絵，北島美奈，清水安子，正木治恵:教育入院中の糖尿病高齢者の今後の生き方に対する思い.
日本糖尿病教育・看護学会誌， 10 (特別号)， 149，2006. 
21.倉田美穂，田所良之，清水安子，正木治恵:糖尿病患者が食事療法のバーンアウトに陥るまでの心理
状況の変化.日本糖尿病教育・看護学会誌， 10 (特別号)， 181，2006. 
22.森加苗愛，清水安子，正木治恵:中小企業における産官学連携による生活習慣病予防を目指した看護
活動の効果-企業への定期的支援の試みから.日本糖尿病教育・看護学会誌， 10 (特別号)， 231， 
2006. 
23.大戸智江，田所良之:人工呼吸器未装着の筋萎縮性側索硬化症 (ALS)患者にとっての生きる支え
となるもの.日本難病看護学会誌， 11(1)，82，2006. 
24.山口みすず，高橋良幸，清水安子，正木治恵、:コミュニケーションが困難な高齢入院患者と看護学生
両者の情動が安定する関わり方.日本老年看護学会第11回学術集会抄録集， 84，2006. 
〔報告書〕 
25.竹尾恵子，小津美枝子，佐藤エキ子，高屋尚子，康瀬千也子，正木治恵，水野正之:新人看護職員研
修の推進に関する研究.平成17年度厚生労働科学研究費補助金(医療技術評価総合研究事業)総括・
分担研究報告書， 1-94，2006. 
〔単行書〕 
26.田所良之:パーキンソン病.貝塚みどり，大森武子，江藤文夫，酒井郁子(編)QOLを高めるリハ
ピリテーション看護第 2版，第 2版，医歯薬出版株式会社， 184-188，2006. 
27.谷本真理子他:VI.実践現場におけるヘルスプロモーション 1.病院などの医療施設におけるヘル
スプロモーション.大西和子，棲井しのぶ編，成人看護学 ヘルスプロモーション.第 1版，ヌー
ヴェルヒロカワ， 156-160，2006. 
〔総説・短報・実践報告 E 資料・その他〕 
28.正木治恵、:高齢者看護領域における臨床研究の現状と展望. Geriatric Medicine，44(8)，1069-1072， 
2006. 
29.正木治恵，有田祥子，内堀真弓，矢富有見子:I臨床の知」を臨床へフィードバックするために-経
験を積み重ねること、研究しつつ看護すること.看護学雑誌， 70(9)，806-812，2006. 
30.正木治恵:素顔のベナー博士 パトリシアさんと日光で過ごした 2日間.週刊医学界新聞， 2700，3， 
2006. 
31.Ishigaki k.，Masaki H.，Nakamura N.，Miyazaki M.，Yamamoto-Mitani N.: The current state of the 
center for the creation and dissemination of new ] apanese nursing science: The 21st century Cen-
ter of Excellence at Chiba University School of Nursing. ]apan ]ournal of Nursing Science，3，77-82， 
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2006. 
〔研究状況〕
当研究分野では，老人看護と慢性病患者の看護を 2本柱として教育・研究を行っている.
老人看護では，訪問看護の質的評価指標に関する研究 (11)，入浴援助場面の構造に関する研究 (12)， 
服薬アセスメントツール使用による看護師の意識に関する研究 (13)，コミュニケーション困難な高齢入
院患者とのかかわりに関する研究 (24)に取り組み発表した.また，正木は高齢者看護領域における臨床
研究の現状と展望をまとめ，報告した (28).
)，3慢性病看護では，慢性病下降期を生きる人々のセルフケアの意味に着目して支援する看護援助( 
病状の経過が緩慢な慢性病をもっ患者の身体志向性に関する研究 (4)に取り組み発表した.
糖尿病看護の領域においては，糖尿病患者会のサポートや千葉糖尿病スタッフ研究会の運営にかかわり，
研究・実践の基盤を作っている.そして，糖尿病ケアにおける実践能力評価指標に関する研究 (7)，糖
尿病ケアの質評価指標に関する研究 (8)，2型糖尿病患者の連続性に関する研究 (17)，糖尿病患者の体
験や思いに関する研究 (18，20)，糖尿病患者の食事療法に関する研究 (16，19，21)，看護活動の評価に
関する研究 (15，22) に取り組んだ.
難病看護の領域では，筋萎縮性側索硬化症患者の生きる支えに関する研究 (23)，他に，変形性股関節
症患者の治療選択における思いに関する研究(9 )に取り組んだ.
対1)，1，その成果として看護ケアを捉える文化的枠組みに関する研究((31)の現状報告COEまた， 
人援助関係」に関する研究(6 )を発表した.
正木は，大学院修了者支援プログラム開発に関する研究 (10)，新人看護職員研修の推進に関する研究 
(2 )に取り組み発表，報告 (25) した.
また，田所は， QOLを高めるリハビリテーション看護 (26)，谷本は，ヘルスプロモーション (27)に
ついて，これまでの研究を基に執筆した.正木は実践知に関する執筆を行った (29，30). 
今年度は，正木が「高齢者の主体的な健康を創出・支援するための老人看護専門技術の評価指標の開発J
(文部科学省研究補助金(基盤研究C))，谷本が 1弁当箱法」の実践的活用による糖尿病食事療法にお
ける目安形成支援モデル開発・評価J(文部科学省研究補助金(基盤研究C))，田所が「パーキンソン病
患者の日常生活行動への対処を促進する看護援助に関する研究J(文部科学省研究補助金(若手研究B)) 
を受け，研究を進めている.
精神看護学教育研究分野
〔原著〕 
1.岩崎弥生:1病いの語り」の精神看護への適用:人生を意味づける.立命館ヒューマンサービスリサー

チ「病ぃ」への人文・社会科学的アプローチ， 50-62，2006. 

2.石川かおり，岩崎弥生:統合失調症をもっ人の地域生活におけるセルフマネジメントを支える看護援
助の開発(第一報) 面接調査および文献検討による仮説モデルの考案千葉看会誌， 12(2)，22-28， 
2006. 
3.天谷真奈美，岩崎弥生:社会的ひきこもり青年を抱える親への看護援助に関する研究-エンパワメン

トの観点から千葉看会誌， 12(1)，79-85，2006 

〔学会発表抄録〕 
4. Iwasaki， Y.，Nosaki，A.，Ishikawa，K.，&Watanabe，R.:The development of recovery-oriented nurs-
ing program for the people with schizophrenia: A qualitative analysis of the effects of the program. 
11th European Mental Health Nursing，73，March 2006. 
5.岩崎弥生，野崎章子，松岡純子，水信早紀子:地域で生活する精神障害をもっ当事者の視点から見た

リカバリー-グループ・インタビュー調査の質的分析をとおして第49回日本病院・地域精神医学会

総会抄録集， 78，2006. 
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6.岩崎弥生，野崎章子，石川かおり:地域で生活する精神障害者のリカバリーに関する質的研究.第22
回日本精神衛生学会大会プログラム・発表抄録集， 64，2006. 
7 .岩崎弥生，石川かおり，野崎章子:精神障害者との協働による「地域生活を考える会」からの実践報

告.第22回日本精神衛生学会大会プログラム・発表抄録集， 65，2006. 

8.吉田千文，小池智子，岩崎弥生，荻野雅，鈴木明子，野崎章子:医療組織文化と看護ケア一日本文献

調査から千葉看第12回学術集会集録， 23，2006. 

9.石川かおり:統合失調症患者のセルフマネジメントを支える看護実践から生じた疑問“患者一専門家

聞のパートナーシップとは?"千葉看第 12回学術集会集録， 28-29，2006. 

10.石川かおり，岩崎弥生，野崎章子:統合失調症をもっ人の地域生活を支えるための看護ーセルフマネ
ジメントに着目した看護実践の分析第22回日本精神衛生学会大会プログラム・発表抄録集， 61， 
2006. 
11.石川かおり，岩崎弥生，野崎章子:病院から地域への移行期にある統合失調症患者のセルフマネジメ
ント.第26回日看科会学術集会講演集， 312，2006. 
12.野崎章子，岩崎弥生，石川かおり:精神科看護師の臨床知識に関する研究-精神科看護のコツに焦点
をあてて第26回目看科会学術集会講演集， 306，2006. 
13.野島由美，中村直子，野崎章子，岡田清美，中嶋敦子:児童精神科閉鎖病棟における患児への対応の
難しさ-思春期の服装(装い)に焦点を当てて考える第47回日本児童青年精神医学会総会抄録集， 
173. 2006 
14.鈴木啓子，石野麗子，小宮浩美，河内俊二，石村佳代子，金城祥教:職場における看護師の受ける身
体的暴力の実態について.第26回日看科学学術集会講演集， 424，2006. 
〔報告書〕 
15.岩崎弥生，荻野雅，野崎章子，松岡純子，水信早紀子:精神障害者のリカバリーを促す看護援助の開
発に関する研究.平成16-17年度文部科学研究費補助金[基盤研究(c)課題番号16592195J報告書， 1-69， 
2006. 
16.荻野雅，岩崎弥生，野崎章子，松岡純子，水信早紀子:精神科看護における看護倫理教育プログラム
の開発.平成15-17年度文部科学研究費補助金[基盤研究(C)(2)課題番号15592308J報告書， 1-87，2006. 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕 
17.石川かおり，岩崎弥生:統合失調症をもっ人のセルフマネジメントに焦点をあてた看護援助一病院か
ら地域への移行期における 1事例の検討からこころの健康， 21(1)，75，2006. 
18.野崎章子，岩崎弥生，遠藤淑美:精神障害を持つ人への対人援助一患者-看護師関係の構築と発展に焦
点、を当てて千葉看会誌， 12(1)，108-111，2006. 
19.斎藤和子，原敦子，林幸子，石川かおり，矢島まさえ:高齢者の生活状況と生活の質に関する研究-
WHO・QOL-26を評価尺度として.群馬パース大学紀要， 2，93-99，2006. 
〔研究状況〕
本研究分野では，精神保健上の援助を必要としている人とその家族，それを支える看護者，また文化的
少数派などを対象として，対象者の体験や対人援助方法に関する研究を継続している.平成18年度は 4月
から石川かおり講師および東本裕美助手が， 10月から小宮浩美助手が新たに着任し，高齢者のメンタルヘ
ルスや職場暴力に関する研究など新たな研究課題にも取り組んで、いる.また 看護実践および患者看
護師関係に影響をもたらす要因となる医療組織文化に関する研究にも新たに着手した.
精神障害者を対象とした研究では， I病いの語り」というアプローチを用い，障害を持つ当事者の視点
から障害や生活を理解するとともに，その有用性を文化人類学的に検討した(1).また， 2005年より文
部科学研究費補助金を受けて精神障害者のリカバリーの体験を明らかにして，当事者の力を生かしたリカ
バリーを促す看護援助に関する研究を行い，その成果を報告した(4，5，6，7，15).障害を持つ当
事者や家族への看護援助に関する研究では，病院から地域生活へと移行する時期にある統合失調症患者の
セルフマネジメントを支える看護援助を探求し，明らかにした (2，10，1，17).また，社会的ひきこ 
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もり青年の親への看護援助について探求した(3 ) .看護職者が行う対人援助に関する研究では，患者一
看護師関係の観点から精神科看護実践知に関する研究(9，18，12) を行った.また，児童精神科閉鎖病
棟における服装制限に関する思春期患児への対応の難しさ (13)や，看護者が職場において体験する身体
的暴力 (14)についても研究，報告を行った.その他， 2004年より文部科学研究費補助金を受け精神科看
護における倫理教育プログラムの開発に取り組んで、きたが，それを報告した (16).メンタルヘルスに関
する研究では，高齢者の生活状況および生活の質について調査を行った (19).医療組織文化に関する研
究では，日本文献の調査をもとに医療組織文化と看護ケアの関連について明らかにした (8). 
地域看護学教育研究分野
〔原著〕 
1.細谷紀子:I住民参加jによる保健福祉計画策定における住民のカを活かすための要因.千葉看会誌、， 
12(1)，7-13，2006. 
2.佐藤まゆみ，中村伸枝，宮崎美砂子，本田彰子，赤井ユキ子，荘司京子，瀧口章子，吉川淳子，石垣
和子， ~.賓野孝子:臨床看護における看護技術-熟練看護師が実施する看護技術の分析を通して千葉
看会誌， 12(1)，14-21，2006. 
3.嶋津順子，佐藤紀子，井出成美:地域における子育て家族の育児対処能力の向上を促す保健師の看護
実践知の創出-研究成果のメタ統合一.千葉看会誌， 12(2)，15-21，2006. 
4.山田洋子，井出成美，宮崎美砂子:生活習慣病予防における行政保健師の看護実践知の創出-研究成
果のメタ統合一.千葉看会誌， 12(2)，57-62，2006. 
5.杉田由加里，佐藤紀子，飯野理恵:文献からみた介護予防における保健師の活動内容.千葉看会誌，
 
12(2)，91-97，2006. 

〔学会発表抄録〕 
6.佐藤紀子，杉田由加里，飯野理恵:介護予防における保健師の活動内容の特徴(第 1報).第 9回日
本地域看護学会講演集， 89，2006. 
7.杉田由加里，佐藤紀子，飯野理恵:介護予防における保健師の活動内容の特徴(第 2報)一介護予防
の段階別検討第 9回日本地域看護学会講演集， 92，2006. 
8.井出成美，佐藤紀子，宮崎美砂子，細谷紀子，山田洋子，石川麻衣:独居高齢者の社会的サポート
ネットワークの実態と内容.第 9回日本地域看護学会講演集， 94，2006. 
9. 山田洋子，井出成美，宮崎美砂子:生活習慣病予防における行政保健師の看護実践知の創出-研究成
果のメタ統合(その 1)-.第 9回日本地域看護学会講演集， 140，2006. 
10.嶋津順子，佐藤紀子，井出成美:地域における家族の育児対処能力の向上を促す保健師の看護実践知
の創出-研究成果のメタ統合(その 2)-.第 9回日本地域看護学会講演集， 141，2006. 
11.細谷(武藤)紀子，宮崎美砂子:保健福祉計画策定における効果的な住民参加を促進する要因.第 9
回日本地域看護学会講演集， 178，2006. 
12.細谷紀子，大室律子，石川麻衣:住民および関係者参加による保健福祉計画策定・実行における困難
と解決方法.第65回日公衛会抄録集， 53(10)特， 411，2006. 
13.石川麻衣，細谷紀子，大室律子，宮崎美砂子:保健師の政策関与能力の主要概念一文献検討より第 
65回日公衛会抄録集， 53ω特， 466，2006. 
14.奥田博子，宮崎美砂子，井伊久美子:自然災害時における保健師の派遣協力のあり方に関する実態調
査.第65回日公衛会抄録集， 53ω特， 476，2006. 
15.宮崎美砂子，佐藤紀子，細谷紀子，山田洋子，石川麻衣:自治体及び医療保険者が行う訪問指導の予
防活動としての特徴.第65回日公衛会抄録集， 53ω特， 550，2006. 
16.佐藤紀子，井出成美，宮崎美砂子，山田洋子，細谷紀子:住民ボランティアにおける地域の高齢者と
の交流内容と経験.第65回日公衛会抄録集， 53(10)特， 782，2006. 
17.本間靖子，宮崎美砂子:軽度発達障害児とその家族の生活の移行期における看護援助の特徴.千葉看 
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会第12回学術集会集録， 14-15，2006. 
18.細谷紀子，宮崎美砂子，大室律子:保健計画策定・実行に参加した住民の参加経験の意味.千葉看会
第12回学術集会集録， 16-17，2006. 
19.大室律子，布施千草，細谷紀子:介護保険制度改正に伴う行政保健師の役割.第26回日看科会学術集
会講演集， 385，2006. 
20. 山田洋子，井出成美，宮崎美砂子:生活習慣病予防における行政保健師の看護実践知と文化的能力一
研究成果のメタ統合一.千葉大学21世紀COEプログラム第 3回国際シンポジウム， 50-51，2006. 
21.宮崎美砂子:個人と地域健康支援-健康づくりの実践からみえてきたもの- シンポジウム E未病にお
ける行動変容の導入と実際.第13回日本未病システム学会学術集会抄録集， 34，2006. 
〔報告書〕 
22.宮崎美砂子:保健師のキャリアラダーについての演緯的アプローチ，厚生労働科学研究費補助金(健
康科学総合研究事業) r保健師指導者の育成プログラムの開発J(主任研究者佐伯和子)平成17年度総
括・分担報告書， 5-12，2006. 
23.宮崎美砂子・奥田博子・井伊久美子:自然災害時における保健師の派遣協力のあり方に関する実態調
査，厚生労働科学研究費補助金(健康科学総合研究事業)r自然災害発生後の 2次的健康被害発生防
止及び有事における健康危機管理の保健所等行政機関の役割に関する研究J(主任研究者大井田隆)
平成17年度総括・分担報告書， 235-255，2006. 
〔単行書〕 
24.宮崎美砂子:第 1章地域看護学概論 I地域看護とは何か.宮崎美砂子，北山三津子，春山早苗，田
村須賀子(編)，最新地域看護学総論.第 1版，日本看護協会出版会， 2-10，15-18，2006. 
25.宮崎美砂子:第 4章地域看護学研究.宮崎美砂子，北山三津子，春山早苗，田村須賀子(編)，最新
地域看護学総論.第 1版，日本看護協会出版会， 303-336，2006. 
26.佐藤紀子:第 1章発達段階の特性に応じた活動論 I母子保健福祉活動.北山三津子，田村須賀子
(編)，最新地域看護学各論 1.第 1版，日本看護協会出版会， 2-52，2006. 
27. 山田洋子:第 1章発達段階の特性に応じた活動論 E成人・高齢者保健福祉活動.北山三津子，田村
須賀子(編入最新地域看護学各論 1.第 1版，日本看護協会出版会， 137-161，2006. 
28.細谷紀子:第 2章健康障害の特性に応じた活動論 I障害児者保健福祉活動.北山三津子，田村須賀
子(編入最新地域看護学各論 1.第 1版，日本看護協会出版会， 174-192，2006. 
29.宮崎美砂子:第 5章地域看護管理活動 E行政看護管理活動.宮崎美砂子，春山早苗，最新地域看護
学各論2.第 1版，日本看護協会出版会， 233-254，2006. 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕 
30.石川麻衣，山田洋子，細谷(武藤)紀子，佐藤紀子，宮崎美砂子，午尾裕子:学士課程自由選択科目
における災害地域看護教育方法の検討，千葉大学看護学部紀要， 28，51-58，2006. 
31.佐藤紀子:家族看護実践における文化的能力一農村地域の子育て家族への支援方法からの考察家族
看護研究， 11(3)，134-137，2006. 
32.宮崎美砂子，柴田則子，海法澄子，浅野純子，川又協子，荒賀直子，奥山則子，佐伯和子，平山朝子，
村田昌子，平津敏子:[特別記事]保健師学生に対する臨地実習指導の現状調査と大学・実習施設の
2006. 1，394-40，62(5)協働に向けた課題.保健師ジャーナル， 
33.平野かよ子，宮崎美砂子，末永カツ子，福留浩子:日本地域看護学会研究活動推進委員会調査報告-
実践者と研究者との協働による取り組みの実態.日本地域看護学会誌， 9(1)，71-77，2006. 
34.宮崎美砂子:これからの生活習慣病健診・保健指導の枠組みでの保健師業務.水嶋春朔・鳩野洋子・
杉森裕樹(編)，これからの保健師，からだの科学増刊， 262-265，2006. 
35.宮崎美砂子:[特集]企画立案評価の力を高める一事業とは支援システムであることを理解しよう.地
域保健， 37(8)，14-19，2006. 
36.宮崎美砂子:[特集]これからの生活習慣病対策一生活習慣病対策で求められる保健師の役割.保健師 
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ジャー ナル， 62Q~， 828-831，2006. 
37.宮崎美砂子:行動変容に結びつく指導技法-無関心期の保健指導.アークス，社会保険健康事業財団
季刊誌， 28号， 16-18，2006. 
地域看護学教育研究分野
〔研究状況〕
地域看護学教育研究分野では， COEサブプロジェクト「日本文化型地域健康支援」における研究や，
行政サービスを担う保健師の活動方法，地域看護学の教育方法に関する研究を継続して実施している. 
COE研究では，地域健康支援にかかわる看護実践知の体系化に向けメタ研究を継続し，発表した(3 ， 
4，5，6，7，9，10，20，21). また、政策形成に関する一次研究に取り組んでいる(1，11，12，13， 
18，19). 
教育研究では、新規授業科目「災害と地域看護活動」の学習成果を発表した (30). 
宮崎は，厚生労働科学研究費補助金による「保健師指導者の育成プログラムの開発」並ぴに「自然災害
発生後の 2次的健康被害発生防止及び有事における健康危機管理の保健所等行政機関の役割に関する研
究」において，分担研究者として取り組んで、いる (14，22，23). 
また，宮崎を研究代表者とした「保健活動における訪問指導の効果的推進方法に関する研究」について，
文部科学省科学研究費補助金(基盤研究C)を受けて継続して取り組んでおり，成果を発表した (15). 
また，宮崎は，厚生労働省「標準的な健診・保健指導の在り方に関する検討会」のメンバーの経験を踏
まえ、これからの保健師業務について論じた (34，35，36，37). 
佐藤は，平成18年度より文部科学省科学研究費補助金(基盤研究C) を受け， I高齢者のための社会的
サポートネットワークを促進する保健師活動方法に関する研究」に取り組んでおり，その予備調査として
実施した成果を発表した(8，16). 
細谷は， I住民とのパートナーシップによるコミュニテイ・エンパワメントの前提・実現要因の解明」
について，山田は， I地域住民との協働による生活習慣病予防プログラムの開発」について、それぞれ文
部科学省科学研究費補助金(若手研究B) を受け、調査研究に取り組んでいる.本聞は、修士論文の一部
を発表した (17). 
また本年は，学士課程の保健師教育用テキストの編集・執筆を行った (24，25，26，27，28，29). 
訪問看護学教育研究分野
〔原著〕 
1. Ishigaki K.，Masaki H.，Nakamura N.，Miyazaki M，Yamamoto-Mitani N.: The Current State of the 
Center for the Creation and Dissemination of New Japanese Nursing Science: the 21st century Cen-
ter of Excellence at Chiba University School of Nursing，Japan Journal of Nursing Science，3 (1)，77 
-82.2006. 
2.岡本有子，辻村真由子，吉永亜子，太田節子，伴真由美，石垣和子:訪問看護師の排便援助に関する
研究:排便問題を抱える要介護高齢者と排便介助のできない家族看護者に対して.千葉看会誌， 12(1)， 
100-107，2006. 
3.佐藤まゆみ，中村伸枝，宮崎美砂子，本田彰子，赤井ユキ子，荘司京子，瀧口章子，吉川淳子，石垣
和子，演野孝子:臨床実践における看護技術 熟練看護師が実施する看護技術の分析を通して，千葉
看会誌， 12(1)，14-21，2006. 
4.石垣和子:家族看護実践の展開 文化や社会に焦点を当てて，家族看護学研究， 11(3)，116-120， 
2006. 
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〔学会発表〕 
5.岡本有子，岡田忍，石垣和子，山本則子:高齢者訪問看護における家族支援の質評価に関する指標開

発:全国の訪問看護師への実態調査.家族看護学研究， 12(2)，141，2006. 

6.深堀浩樹，山本則子，杉下知子:特別養護老人ホーム入居者の家族介護者の施設介護負担感尺度の作

成の試み.家族看護学研究， 12(2)，72，2006. 

7 .鈴木美子，山本則子:臨床における質的研究法の基礎，家族看護学研究. 12(2)，55，2006. 
8.玄永春奈，片倉直子，岡本有子，山崎恵子，和田登喜子，広津健次，相原鶴代:訪問看護ステーショ

ンにおける樗療対策とその効果の検討.日看研誌， 29(3)，187，2006. 

9.辻村真由子，山本則子，赤沼智子，石橋みゆき，胡秀英，片倉直子，石垣和子:外来における効果的
な看護技術と看護支援のプロセス-在宅療養者への看護支援のあり方を検討するメタ研究(その 1) . 
第10回日本在宅ケア学会学術集会講演集， 122-123，2006. 
10.岡本有子，伊藤隆子，片倉直子，本田彰子，石垣和子:訪問看護師の在宅療養者・家族との関係構築
に基づくケア提供の構造-在宅療養者への看護支援のあり方を検討するメタ研究(その 2).第10回
日本在宅ケア学会学術集会講演集， 124-125，2006. 
11. Xiuying H.，Ishigaki K.，Yamamoto-Mitani N.: The e旺'ectsof a cultural health promotion program 
for Japanese returnees from China: Arandomized controlled trial.The 9th EAFONS Strengthening 
Nursing Knowledge Through Doctoral Education and Research Networking，101，2006. 
12. Tsujimura M.，Okamoto Y.，Yoshinaga A.，Ohta S.，Ban M.，Ishigaki K.: Excretion-related Assis-
tance Provided by Home Care Nurses to Patients and Their Families，The 9th East Asian Forum 
of Nursing Scholars (Thailand)，2006. 
13.辻村真由子，赤沼智子，根本敬子，本田彰子，鈴木育子，石垣和子，山本則子:高齢者訪問看護にお
ける排便ケアの質評価指標の開発，第19回日本老年泌尿器科学会. 76，2006. 
14.胡 秀英，塩津法子，劉 新彦，辻村真由子，白石澄江，近藤ゆり子，山本則子，石垣和子:中国帰
国者 1世及びその中国人配偶者の健康維持増進を目指す文化ケアプログラムの効果.第71回日本民族
衛生学会総会講演， 288，2006. 
15.松本美祐紀，千原明美，石垣和子，山本則子:在宅療養者及び家族の在宅サービス利用要因に関する
研究.日本老年看護学会第11回学術集会， 78，2006. 
16.鈴木祐恵，金川克子，天津栄子，佐藤弘美，伴真由美，細川淳子，伊藤麻美子，松平裕佳，石垣和子，
山本則子:高齢者訪問看護における認知症ケアの質評価指標の開発(第 1報).日本老年看護学会第 11
回学術集会， 109，2006. 
17.伴真由美，金川克子，天津栄子，佐藤弘美，鈴木祐画，細川淳子，伊藤麻美子，松平裕佳，石垣和子，
山本則子:高齢者訪問看護における認知症ケアの質評価指標の開発(第 2報).日本老年看護学会第 11
回学術集会， 110，2006. 
18.山田律子，石垣和子，山本則子:在宅高齢者の低栄養の早期発見および予防・改善に向けた訪問看護
の質評価指標の開発.日本老年看護学会第11回学術集会， 184，2006. 
19. 山本則子，石垣和子，金川克子，正木治恵，鈴木みずえ，山田律子，鈴木育子，永野みどり，岡田忍，
本田彰子，赤沼智子，根本敬子，辻村真由子，岡本有子，深田順子:高齢者訪問看護の質的評価指標
開発:全国の訪問看護ステーションを対象とした実態調査.第26回日看科会学術集会講演集， 213， 
2006. 
20.本田彰子，鈴木育子，山本則子，石垣和子:高齢者訪問看護の終末期ケア質評価指標の開発(第一報). 
第26回日看科会学術集会講演集， 136，2006. 
21.本田彰子，鈴木育子，山本則子，石垣和子:高齢者訪問看護の終末期ケア質評価指標の開発(第二報). 
第26回目看科会学術集会講演集， 137，2006. 
22.鈴木育子，岡本有子，岡田忍，山本則子:高齢者訪問看護の睡眠障害ケア質評価に関する指標開発-
調査による有用性の検討第26回日看科会学術集会講演集， 138，2006. 
23.深堀浩樹，山本則子，杉山智子，須貝佑一，甲斐一郎，杉下知子:特別養護老人ホーム入居家族の面
会時の行動による類型化の試み.第26回日看科会学術集会講演集， 390，2006. 
24.根本敬子，山本則子，辻村真由子，本田彰子，赤沼智子，鈴木育子，石垣和子:高齢者訪問看護にお 
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ける慢性廃痛ケア質評価に関する指標開発一実態調査による有用性の検討.第26回日看科会学術集会
講演集， 299，2006. 
25.小倉明子，片倉直子:精神疾患をもっ利用者の生活に対する訪問看護師の目の向け方と提供する看護
技術との関連.第26回日:看科会学術集会講演集， 136，2006. 
26.片倉直子:わが国とオーストラリアの地域精神看護師一利用者関係の違い:看護実践の比較研究.第 
26回日看科会学術集会講演集， 132，2006. 
27.片倉直子，野田勝二，大釜敏正，小宮山政敏，本田彰子，根本敬子，喜多敏明，山本則子，石垣和
子:在宅精神障害者への園芸作業と看護相談をとりいれた社会復帰支援プログラムの試み.園芸学雑
誌， 75別冊 2，4，2006. 
〔報告書〕 
28.石垣和子，山本則子，根本敬子，柴田尚子，片倉直子，本田彰子，安藤敏夫，野田勝二，大釜敏正，
小宮山正敏，喜多敏明:地域で生活する障害児・者の自律生活を支援する看護プログラムの開発-居
住型モデルの開発・実践，精神障害者のより自律的な社会生活を支援するための，園芸療法をとり
いれた看護プログラムの開発.厚生労働科研研究費補助金医療技術評価総合研究事業 主任研究者杉
下知子， 19-44，2006. 
29.玄永春奈，和田登紀子，山崎恵子，広津健次，森昭子，元吉優美子，相原鶴代，片倉直子，岡本有
子:在宅における効果的な祷癒ケアの検討-訪問看護ステーションの取り組み.第16四フランスベッ
ド・メデイカルホームケア研究・助成財団 研究助成・事業助成報告書， 1-19，2006. 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕 
30.本田彰子，岡本有子，伊藤隆子，片倉直子，石垣和子:在宅療養者および家族と訪問看護師との関係
構築に基づく看護実践の構造 在宅療養者の看護支援のあり方を検討するメタ研究.千大看紀要， 28， 
17-21，2006. 
31.中村伸枝，岡田忍，石垣和子:看護学部における感染症対策.千大看紀要， 28，59-63，2006. 
32.片倉直子，山本則子，赤沼智子，辻村真由子，胡秀英，石橋みゆき，石垣和子:外来における効果的
な看護の構成要素と実践プロセス 在宅療養者への看護支援のあり方を検討するメタ研究.千大看紀
要， 28，23-28，2006. 
3.山田重行，岡田忍，山本利江，山本則子，北池正，田中裕二，大月恵理子:看護ケアの技術と評価
その根拠と応用.千大看紀要， 28，65-69，2006. 
34. Yamamoto-Mitani N.: Nursing Perspectives on Health Aging: ]apan Experience，International Con-
ference on Health Aging. 3-14，2006. 
〔研究状況〕 
1) COE研究:石垣は21世紀COEプログラムの拠点リーダーとして全体の総括を行うと同時に， C地域
健康支援およびD身体機能調整サブプロジェクトにおける個別研究と統括を推進している.平成18年4
月から C地域健康支援において，前年度から引き続き「介護者体験」の実践におけるメタ研究を，石垣，
山本，片倉，大学院生とで取り組んでいる.また，アメリカ・スウェーデン・イギリス・タイ・韓国と
わが国との看護実践の行動の違いをインタビューなどで調査し，質問紙項目を作成した.この質問紙を
今後各国語に翻訳し，来年度の量的調査研究につなげていく予定である. 
2 	)文部科学研究費研究:平成16年度からヲ|き続き， I老人訪問看護の質評価指標の開発:ベストプラク

テイスに基づく評価項目作成および標準化J(基盤研究B 研究代表者石垣和子)が，石垣，山本およ

び学内外の10人規模の研究組織で行われている.本年は結果の成果発表 (13，16-22，24)を行うとと

もに，自記式質問紙への回答と看護実践内容との対応を，看護記録を資料として検討している.

また平成17年度よりひきつづき， I認知症高齢者家族の効果的な社会資源の活用を実現する支援方法
開発のための質的研究J(基盤研究C 研究代表者山本則子)が，石垣とともに行われた. 
3)その他の研究費:①石垣，山本，片倉が，厚労科学研究費補助金「地域で生活する障害児・者の自律

生活を支援する看護プログラムの開発-居住型モデルの開発・実践-(H16-医療-023) (研究代表者杉下
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知子)の分担研究者，研究協力者として，平成16年度からひきつづき研究を継続している.
保健学教育研究分野
〔原著〕 
1.緒方泰子，和泉由貴子，北池正:高校生の孤独感と携帯メールの利用および友人とのネットワークと

の関連.日公衛会雑誌， 53(7)，480-492，2006. 

2.深田順子，鎌倉やよい，万歳登茂子，北池正:高齢者における礁下障害リスクに対するスクリーニン
グシステムに関する研究.日本摂食・礁下リハビリテーション学会雑誌， 10(1)，31-42，2006. 
〔学会発表抄録〕 
3.北池正，緒方泰子，劉新彦，南島多麻美:看護効果実証に向けたQOL評価指標の開発(第 3報)信
頼性・妥当性の検討.日公衛会雑誌， 53ω，432，2006. 
4.緒方泰子，福岡敬，吉田千鶴，乙坂佳代，新田淳子，橋本麹生:看護師の就業先選好に関する研究-
訪問看護ステーションの看護職への調査より病院管理(第44回日本病院管理学会学術総会演題抄
録週)， 43 (suppL)，114，2006. 
5.緒方泰子，田高悦子，宮本有紀，門田直美:訪問看護ステ}ションのサービス過程要件と在宅認知症
高齢者の特性.日公衛会雑誌(特別附録，第65回日本公衆衛生学会総会抄録集)， 826，2006. 
6.村松深雪，緒方泰子，南島多麻美，劉新彦，北池正:地域高齢者の睡眠状況とQOLとの関連.日公
衛会雑誌(特別附録，第65回日本公衆衛生学会総会抄録集)， 812，2006. 
7 .黒田久美子，大室律子，北池正，平山妙子，i賓野孝子，門川由紀江，木村チヅ子:国公私立大学病院
の副看護部長に対する院外教育プログラム開発.第37回日看会抄録集(看護管理)， 2006. 
8. Sakurai C.，Nagano M.，Ebata T.，Ogata Y.，Teshima M.，Yamada N.，Mukai c.， Tokunaga K.，Oura 
T.: Methods of in-house education on pressure ulcers in larger hospitals. Scientific and Clinical Ab圃 
stracts From the 38th Annual Wound，Ostomy andContinence Conference，33 (3S) May/June，S46， 
2006. 
9. Nagano M.，Kuroda T.，Ebata T.，Teshima M.，Ogata Y.，Sakurai C.，Sasai T.，Tokunaga K.，Ohura 
T.: Pressure reducing mattress to help take care of patients with pressure ulcers in large hospitals 
in J apan. Scientific and Clinical Abstracts From the 38th Annual W ound，Ostomy andContinence 
Conference，33 (3S) May/June，S45，2006. 
10. Nagano M.，Ebata T.，Kuroda T.，Teshima M.，Ogata Y.，Sakurai C.，Sasai T.，Tokunaga K.，Ohura 
T.: Current activities of pressure ulcer management teams in large-scale hospitals. 16th Biennial 
2006. 1，18，Congress of the World Council of Enterostomal Therapists Abstracts Book
〔報告書〕 
11.北池正:大学病院の副看護部長研修に関するアンケート調査報告.平成 17年度木村看護教育振興財団
助成による研究報告書(研究代表者:大室律子)， 5-22，2006. 
12.緒方泰子:患者参加プログラムに関する文献調査~取組事例とその特性厚労科学研究費「医療安
全における患者参加の実践プログラムとその効果的教育・研修システムの開発研究」平成17年度総括
研究報告書(研究代表者:橋本麹生)， 12-31，2006. 
〔単行書〕 
13.緒方泰子:第 2章 先進事例からみる多様な取組とその効果社会福祉法人寿量会総合ケアサポート
センター天寿園，第 3章幼老統合ケアを行うためにQ&A 第 3節 安全対策・救急対応 (Q23~ 
Q27) .多湖光宗(監修)，幼老統合ケア“高齢者福祉"と“子育て"をつなぐケアの実践と相乗効果.
繁明書房， 53-58，102-105，2006. 
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〔総説掴短報・実践報告・資料・その他〕 
14.緒方泰子，橋本姐生，福田敬:在宅ケアにおける適切なリスク管理に向けた基礎的研究.医療と社会. 
15(3)，23-36，2006. 
〔研究状況〕
保健学教育研究分野は，地域や職域の集団を対象として，健康問題を生活環境との関連で解明すること
を目的に研究に取り組んでいる.
北池は，在宅高齢者の摂食・腕下障害のリスクを評価する指標の開発を深田と共に行っている(2 ).
また看護効果実証に向けたQOL評価指標の開発(3 )を継続して行っており，さらに附属看護実践研究
指導センターの教員とともに，大学病院の副看護部長研修プログラムの開発(7，1)に取り組んだ.
緒方は，看護師の就業先選好 (4)，在宅認知症高齢者ケアの専門特化型訪問看護ステ}ションが有す
べき構造・過程要件(5 )，在宅高齢者ケア・医療や看護のリスク管理 (12，14)，大規模病院における祷
癒ケア(8，9，10)に関する調査研究結果を報告した.更に，幼老統合ケアの実践等を示し (13)，地
域高齢者の睡眠状況とQOL調査結果を報告し(6 )，高校生の携帯メールの利用と孤独感等に関する調査
結果を論文にまとめた(1 ) . 
継続看護研究部
〔学会発表〕 
1 .山下朱賓，仙福成子，酒井郁子:新看護基準作成プロジェクトチームのマネジメント，千葉看第12回
学術集会集録. 24-25，2006. 
2.吉田千文，酒井郁子，綿貫成明:保健医療施設におけるせん妄ケアと看護職者の体験する困難.第37
回日看会抄(看護管理)， 139，2006. 
3.湯浅美千代，諏訪さゆり，酒井郁子:急性期を担う病院の看護師が学び直す認知症看護-研修企画の

実施と評価.日本老年看護学会第1回学術集会抄録集， 176. 2006. 

4.酒井郁子，湯浅美千代，諏訪さゆり:急性期を担う病院の看護師が学び直す認知症看護-研修前後の

受講者の認識から見た研修効果.日本老年看護学会第1回学術集会抄録集， 177，2006. 

5.諏訪さゆり，吉本照子，酒井郁子，湯浅美千代:介護老人保健施設における認知症高齢者のための医

療連携の実態.日本老年看護学会第1回学術集会抄録集， 178，2006. 

6.佐藤弘美，天津栄子，金川克子，田高悦子，酒井郁子，細川淳子，伊藤麻美子，松平裕佳:回想法で
用いるプロンプトが認知症高齢者におよぼす影響.日本老年看護学会第1回学術集会抄録集， 179， 
2006. 
7 .酒井郁子，竹内登美子，寺内英真，綿貫成明:交流集会 急性期ケア領域におけるせん妄ケアのエビ

デンス.第26回日看科会学術集会講演集， 109，2006. 

8.遠藤淑美，坂田三允，吉本照子，酒井郁子，杉田由加里:悪性腫蕩を合併した統合失調症患者への看

護の実態.第26回日看科会学術集会講演集， 311，2006. 

9.渡辺優子，赤沼智子，本田彰子:新採用者の人的受け入れ環境と影響要因の分析-第 3次救急医療施
設における受け入れ側の気持ち第37回日看会抄録(看護総合)， 57，2006. 
10.根本敬子，山本則子，辻村真由子，本田彰子，赤沼智子，鈴木育子，石垣和子:高齢者訪問看護にお
ける慢性廃痛ケア質評価に関する指標開発実態調査による有用性の検討第26回日看科会学術集会
講演集， 299，2006. 
11.山本則子，石垣和子，金川克子，正木治恵，鈴木みずえ，山田律子，鈴木育子，永野みどり，岡田忍，
本田彰子，赤沼智子，根本敬子，辻村真由子，岡本有子，深田順子:高齢者訪問看護の質的評価指標
開発-全国の訪問看護ステーションを対象とした実態調査.第26回日看科会学術集会講演集， 213， 
2006. 
12.辻村真由子，赤沼智子，根本敬子，本田彰子，鈴木育子，石垣和子，山本則子:高齢者訪問看護にお
ける排便ケアの質評価指標の開発.第19回老年泌尿器科学会， 76，2006. 
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13.樋口キエ子，赤沼智子，岩瀬いづみ，内田明子:実用性の追求をめざした在宅移行促進のためのアセ
スメントシートの開発.第10回日本在宅ケア学会， 66-67，2006. 
14.赤沼智子，樋口キエ子，岩瀬いづみ，内田明子:実用性の追求をめざした在宅移行促進のためのアセ
スメントシートの開発(第 2報).第 10回日本在宅ケア学会， 68-6，2006. 
15.本田彰子，赤沼智子，上野まり，炭谷靖子，正野逸子，栗本一美，土平俊子，菊池和子，平山香代
子:訪問看護師の専門的教育に関する研究一個別学習支援プログラムの開発第10回日本在宅ケア学
会， 74-75，2006. 
16.辻村真由子，山本則子，赤沼智子，石橋みゆき，胡秀英，片倉直子，石垣和子:外来における効果的
看護技術と看護支援のプロセス-在宅療養者への看護支援のあり方を検討するメタ研究(その 1)-. 
第10回日本在宅ケア学会， 122-123，2006. 
17.赤沼智子，片倉直子，本田彰子，山本則子，伊藤隆子，岡本有子，胡秀英，辻村真由子，石橋みゆき，
石垣和子:在宅療養者への看護支援のあり方を検討するメタ研究-訪問看護と外来看護に関して第 
3回国際シンポジウム日本文化型看護学一知の創出と検証一， 48-49，2006. 
18.吉野弘美，加藤優子，岡田薫，植田悦子，赤沼智子:手術室-病棟聞の口頭による申し送りの役割一口
頭による申し送りが手術室.術後看護においてどのような役割を果たしているか第24回千葉県看
護研究学会集録， 60，2006. 
〔報告書〕 
19.野口美和子，根本敬子，酒井郁子，天津栄子，佐藤弘美，大塚真理子，丸山優，坂田直美，小野幸子，
湯浅美千代:介護保険施設における痴呆症をもっ入所者に関するリ!スクマネジメントの導入と理論化.
(研究代表者野口美和子)課題番号14370815 平成14-17年度科学研究費補助金(基盤研究(B)(l) 研
究成果報告書， 2006. 
20.吉本照子，酒井郁子，湯浅美千代，諏訪さゆり:医療依存度の高い認知症高齢者のケアにおける介護
保険事業所と医療機関との連携に関する研究-病院看護部門を対象とした研修プログラムの開発.平
成17年度老人保健健康増進等事業報告書(介護保険制度の適正な実施および質の向上に寄与する調査
研究事業 認知症介護のサービスのあり方と質の向上に関する研究報告書.社会福祉法人浴風会
認知症介護研究・研修東京センタヘ 2006. 
21.本田彰子，赤沼智子，根本敬子，贋瀬隆人:医療施設における中堅看護師能力開発プログラム作成の
ための基礎調査一キャリア開発に影響する影響する学習ニーズとその自覚および学習環境科学研究
費補助金(基盤研究(C)(2) 研究成果報告書， 2006. 
〔単行書〕 
2.酒井郁子:第 5章 認知症高齢者の看護計画一事例と解説大腿骨頚部骨折の治療を受ける認知症高
齢者の事例.諏訪さゆり編・著，医療依存度の高い認知症高齢者の治療と看護計画. 162-178，日総
研出版， 2006. 
23.酒井郁子:4. リハビリテーション看護技術①脳卒中， 5. リハビリテーション看護の継続と地域リ
ハビリテーションシステム.貝塚みどり，大森武子，江藤文夫，酒井郁子(編)， QOLを高めるリハ
ビリテーション看護.第 2版，医歯薬出版株式会社， 171-183，261-269，2006. 
24.酒井郁子訳:第 4章 質的研究における研究指導.ホロウェイ・ウエーラー著，野口美和子監訳，
ナースのための質的研究入門-研究方法から論文作成まで.第 2版，医学書庖， 67-74，2006. 
〔総説・短報 E 実践報告・資料 E その他〕 
25.片倉直子，山本則子，赤沼智子，辻村真由子，胡秀英，石橋みゆき，石垣和子:外来における効果的
な看護の構成要素と実践プロセス-在宅療養者の看護支援のあり方を検討するメタ研究千大看紀要， 
28，23-28，2006. 
26.渡辺優子，赤沼智子，本田彰子:新採用者の人的受け入れ環境と影響要因の分析-第三次救急医療施
設における受け入れ側の看護師の気持ちを探る第37回日看会論文集(看護総合)， 101-103，2006. 
27.酒井郁子:基調講演 介護保険施設における認知症高齢者のうけるリスクと施設の受けるリスク.科
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学研究費補助金(研究成果公表促進費研究成果公表発表(A) r介護保健施設における認知症高齢者の
リスクマネジメント-看護研究者とケア提供者の協働による方法論の展開」抄録. 36-37，2006. 
28.酒井郁子:看護・介護にとっての自立支援とADL.第18年度回復期リハビテーション病棟研修会
第12回看護・介護研修会抄録集， 1-9，2006. 
29.本田彰子，赤沼智子，上野まり，正野逸子，栗本一美，土平俊子，炭谷靖子，菊池和子，平山香代
子:管理者と学習者でつくる訪問看護師の個別学習プログラム-O]T計画書を作成・利用して.コ
ミュニテイケア， 8(2)，24-27，2006. 
30.酒井郁子:リハビリテーションにおける看護の役割と機能，地域リハビリテーション， 1(5)，396-399， 
2006. 
31.酒井郁子:術後せん妄の予防とケア(総説).日本整形外科看護研究会誌， 1，42-45，2006. 
32.酒井郁子，綿貫成明:術後せん妄は患者のバイタルサイン.正しい予防とケアのためのエッセンス.
看護学雑誌， 70(7)，626-632，2006. 
33.阿部恭子，黒田久美子，赤沼智子，石垣和子:乳がんに特化した専門性の高い看護教育プログラムの
展開とケア技術・資源の開発に向けて.千葉大学オープンリサーチ， 21，2006. 
〔研究状況〕
赤沼は，継続教育に関して，職場内学習支援がテーマの研究研修や院内研修の企画・研究指導を行い 
( 9，18，26)，平成17年度科研費の報告をした (21).また，訪問看護の実践評価・教育に関する研究(10 
-17，25，29)，認定看護師教育の教育プログラム評価と認定看護師活動の展開に関する研究，兼務の環境
健康都市園芸フィード科学教育センターで，緩和医療での園芸療法の有効性を追求し実践・研究している.
酒井は，介護保険施設入所者のリスクマネジメントの導入と理論化の報告書を研究班でまとめ，その結
果を研究成果公表促進費研究成果公表発表(A)によるシンポジウムにて公表した (19，27). また術後せん
妄の実態調査にて得られた知見を公表した(2，7，31，32).医療依存度の高い認知症高齢者のケアの
改善を目的に看護師の研修プログラムを開発した (3，4， 5).文部科学研究費研究代表者として回復
期リハ病棟における高齢脳卒中患者への援助の開発研究を行い結果をまとめつつある.
ケア開発研究部
〔学会発表抄録〕 
1.黒田久美子，大室律子，北池正，平山妙子，演野孝子，門川由紀江，木村チヅ子:国公私立大学病院

の副看護部長に対する院外教育プログラム開発.第37回日看会集録(看護管理)， 18，2006. 

2.粛藤啓子，根本敬子，半田哲子，佐瀬真粧美:固定チ}ム受け持ち制におけるリーダー看護師の看護

実践での役割認識について.第37回日看会集録(看護管理)， 305，2006. 

3.小林裕子，根本敬子，永原悦子，佐瀬真粧美:大腿骨骨折を受傷した高齢患者および家族の退院に対

して抱く思いと看護実践との関連.第37回日看会集録(老年看護)， 138，2006. 

4.根本敬子，山本則子，赤沼智子，石垣和子，辻村真由子，本田彰子，鈴木育子:高齢者訪問看護にお
ける慢性廃痛ケア質評価に関する指標開発一実態調査による有用性の検討第26回日看科会学術集会
講演集， 299，2006. 
5.山本則子，石垣和子，金川克子，正木治恵，鈴木みずえ，山田律子，鈴木育子，永野みどり，岡田忍，

本田彰子，赤沼智子，根本敬子，辻村真由子，岡本有子，深田順子:高齢者訪問看護の質評価指標開

発一全国の訪問看護ステーションを対象とした実態調査.第26回日看科会学術集会講演集， 213， 

2006. 

6.辻村真由子，赤沼智子，根本敬子，本田彰子，鈴木育子，石垣和子，山本則子:高齢者訪問看護にお

ける排便ケアの質評価指標の開発.第四回日本老年泌尿器科学会プログラム・抄録集， 76，2006. 

7 .片倉直子，野田勝二，大釜敏正，小宮山政敏，本田彰子，根本敬子，喜多敏明，山本則子，石垣和

子:在宅精神障害者への園芸作業と看護相談をとりいれた社会復帰支援プログラムの試み.園芸学雑

2006.，435)，2(別冊75誌， 
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8.大室律子，北池正，黒田久美子，平山妙子，i賓野孝子，門川由紀恵，岡田共子，木村チヅ子:国公私
立大学病院副看護部長の看護管理者研修に関わる実践的教育プログラム開発.平成17年度財団法人木
村看護教育振興財団助成による調査研究報告書， 2006. 
9.石垣和子，山本則子，片倉直子，根本敬子:地域で生活する障害児・者の自律生活を支援する看護モ
デルプログラムの開発-居住型モデルの開発・実践厚生労働省科学研究費補助金(医療技術評価総
合研究事業)総括・分担研究報告書， 19-42，2006. 
10.野口美和子，湯浅美千代，酒井郁子，根本敬子，天津栄子，佐藤弘美，大塚員理子，青木由美恵，坂
田直美，小野幸子，島田広美:介護保険施設における痴呆症をもっ入所者に関するリスクマネジメン
トの導入と理論化.平成14年度~17年度科学研究費補助金基盤研究(B)(l) 課題番号14370815，2006. 
11.本田彰子，赤沼智子，根本敬子，虞瀬隆人:医療施設における中堅看護師能力開発プログラム作成の
ための基礎調査ーキャリア開発に影響する影響する学習ニーズとその自覚および学習環境科学研究
費補助金(基盤研究(C)(2) 研究成果報告書， 2006. 
〔単行書〕 
12.根本敬子:第17章 質的研究を書き上げる助.野口美和子(監訳) ナースのための質的研究入門第 
2版研究方法から論文作成まで.医学書院， 262-279，2006. 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕 
13.野間もえぎ，根本敬子，佐藤昌子，太田節子:地域中核病院における認知症高齢者の退院支援の実際
一受け持ち看護師への面接調査を通して第36回日看学論文集(老年看護)， 74-76，2006. 
14.梅園夕子，根本敬子，太田節子:神経内科病棟における後期高齢者の退院への関わり-看護師へのイ
ンタビューを通して第36回日看学論文集(老年看護)， 166-1168，2006. 
賓野孝子:新人看護職者の看.7大室律子，佐藤まゆみ，根本敬子，佐藤櫨子，太田節子，門川由紀江，15.
護実践能力問題とその対策.看護管理， 16(7)，554-558，2006. 
16.佐藤まゆみ，大室律子，根本敬子，佐藤雄子，太田節子，門川由紀江，i賓野孝子:看護系大学を卒業
した新人看護職者の看護実践能力の習得状況.看護管理， 16(8)，676-681，2006. 
17.根本敬子，佐藤まゆみ，大室律子，太田節子，佐藤種子，門川由紀江，i賓野孝子:大卒新人看護職者
が就職 6か月後に抱く新人教育への希望・要望.看護管理， 16(9)，776-780，2006. 
18.太田節子，根本敬子，佐藤まゆみ，大室律子，佐藤曜子，門川由紀江，i賓野孝子:新人大卒看護師の
希望する「新人教育におけるマンツーマン教育J.看護管理， 16U~， 870-874，2006. 
19.佐藤まゆみ，大室律子，根本敬子，佐藤種子，太田節子，門川由紀江，演野孝子:看護系大学を卒業
した新人看護職者の看護実践能力を育成するための教育プログラムの開発看護技術の精選.看護管
理， 16UD，959-963，2006. 
20.大室律子，佐藤まゆみ，根本敬子，佐藤瞳子，太田節子，門川由紀江，i賓野孝子:大卒新人看護実践
能力の到達度評価.看護管理， 16(12)，1055-1060，2006. 
21.根本敬子:リスクとリスクマネジメント分析結果より.科学研究費補助金(研究成果公開促進費)I研
究成果公開発表(A)Jによるシンポジウム 介護保険施設における認知症高齢者のリスクマネジメント
看護研究者とケア提供者の協働による方法論の展開-抄録集， 26-27，2006. 
22.内海香子，清水安子，黒田久美子:インスリンを使用する高齢糖尿病患者のセルフケア上の問題状況
と看護援助.日本糖尿病教育・看護学会誌， 10(1)，25-35，2006. 
23.黒田久美子:プリセプタートラブル解決事例集. HANDS-ON，1(1)，49-55，2006. 
24.黒田久美子:プリセプタートラブル解決事例集. HANDS-ON，1(2)，59-65，2006. 
25.黒田久美子:プリセプタートラブル解決事例集. HANDS-ON，1(3)，59-65，2006. 
26.阿部恭子，黒田久美子，赤沼智子，石垣和子:乳がんに特化した専門性の高い看護教育プログラムの
展開とケア技術・資源の開発に向けて.千葉大学オープンリサーチ， 21，2006. 
27.黒田久美子，清水安子，田所良之:英国におけるLecturePractitionerの役割!とシステムの現状.千
大看紀要， 28，45-49，2006. 
-102-
千葉大学看護学部紀要第29号
〔研究状況〕
ケア開発研究部としては，ケア開発のうち研究成果の活用に焦点をあて，文献検討等により研究に取り
組んだ.
黒田は，実践センターの新規事業につながる研究として，木村看護教育振興財団助成による「国公私立
大学病院副看護部長の看護管理者研修に関わる実践的教育プログラム開発J(研究代表者:大室律子)の
研究分担者として報告書(8 )をまとめ，成果(1 )を発表した.また本年度，乳がん看護認定看護師教
育課程の担当教員となり，乳がん看護認定看護師や認定看護師課程の研修生に関する教育・研究に取り組
んでいる (26).現在，ブリストルマイヤーズ財団の助成金により，乳がん看護認定看護師 1期生を対象
とした研究等をすすめている.また糖尿病患者のセルフケアに関する研究 (2)を発表し， COEサブプ
ロジェクト「日本型看護効果測定ツール開発」では，糖尿病患者のセルフケア能力の観点から看護効果測
定ツール開発へ向けた研究に取り組んでいる.
根本は，テーマ別研究研修「高齢患者の継続看護」に関連して，高齢患者の退院支援の実際を論文発表
し (12-13)，退院支援および看護チームの継続看護について学会発表した (2-3).また，科学研究費補
助金(基盤研究B(l)) による「介護保健施設における痴呆症をもっ入所者に関するリスクマネジメントの
導入と理論化J(研究代表者 野口美和子)の研究分担者として報告書をまとめ (10)，研究成果を科学研
究費補助金(研究成果公開促進費) r 湯浅美千研究成果公開発表(A)Jによるシンポジウム(研究代表者
代)介護保険施設における認知症高齢者のリスクマネジメント-看護研究者とケア提供者の協働による方
法論の展開ーでシンポジストとして発表した (20).また，科学研究費補助金(基盤研究B(l)) による「老
人訪問看護の質評価指標の開発-ベストプラクテイスに基づく評価項目の策定及び標準化J(研究代表者
石垣和子)の研究分担者として，その成果を発表した (4-6). さらに，園芸療法の研究に取り組みそ
の成果を発表した (7). COEでは， D (身体機能調整)グループの研究に取り組んでいる.
看護管理研究部
〔原著〕 
1.久保武士，重光貞彦，高橋真理，大室律子:将来の周産期管理システムについての一考察. Health圃 
Sciences，2(1)，52-59，2006. 
〔学会発表抄録〕 
2.松本幸枝，布施千草，大室律子，西山智春，箕浦とき子:看護と介護の基礎教育における日常生活援

助「食事Jr排池」の教授内容検討.日本看護学教育学会第16回学術集会講演集， 74，2006. 

3.峰岸まや子，新野由子，中畑高子，大室律子:保健師助産師看護師法(第 5条)の定義に関する調査
研究.第10回日本看護管理学会講演抄録集， 75，2006. 
4.細谷紀子，宮崎美砂子，大室律子:保健計画策定・実行に参加した住民の参加経験の意味.千葉看第
 
12回学術集会集録， 16-17，2006. 

5.黒田久美子，大室律子，北池正，平山妙子，i賓野孝子，門川由紀江，岡田共子，木村チヅ子:国公私
立大学病院の副看護部長に対する院外教育プログラム開発.第37回日看会抄録(看護管理)， 18，2006. 
6.村瀬妙子，大室律子 :A大学病院において共通床をもっ病棟看護師の看護過程展開の現況と課題.第 
37回日看会抄録(看護管理)， 22，2006. 
7 .禿小恵子，大室律子:大都市の大学病院に勤務する20歳代看護師の就職・離職に関する実態調査.第 
37回日看会抄録(看護管理)， 290，2006. 
8.細谷紀子，大室律子，石川麻衣:住民および関係者参加による保健福祉計画策定・実行における困難
と解決方法.第65回日公衛会抄録集， 411，2006. 
9.石川麻衣，細谷紀子，大室律子:保健師の政策関与能力の主要概念一文献検討より第65回日公衛会
抄録集， 466，2006. 
10.大室律子， ~.賓野孝子:将来の産科システムにおける助産師に求められる役割と教育歴について.第47
回日本母性衛生学会学術集会抄録集， 132，2006. 
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11.大室律子，布施千草，細谷紀子:介護保険制度改正に伴う行政保健師の役割.第 26回日看科会学術集
会講演集， 385，2006. 
〔報告書〕 
12.大室律子，北池正，黒田久美子:国公私立大学病院副看護部長の看護管理者研修に関わる実践的教育
プログラム開発.平成17年度財団法人木村看護教育振興財団助成による研究成果報告書， 1-94，2006. 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕 
13.西山智春，大室律子，鈴木良子，合田典子:看護師が捉えた看護学教育における小児看護技術.桐生
短期大学紀要， 16，95-100，2005. 
14.合田典子，大室律子，新野由子，市川香織，布施千草，松本幸枝:助産学教育の動向と今後の課題.
岡山大学医学部保健学科紀要， 16，85-91，2006. 
15.大室律子:看護系大学・大学院の課題と展望.看護教育， 47(1)，51-55，2006. 
16.田村やよひ，大室律子:医療制度改革に向けた看護の動向-2005年「医療安全の確保に向けた保助看
法等のあり方に関する検討会」から考える看護教育， 47(2)，156-161，2006. 
17.田村やよひ，大室律子:看護・医療・福祉に関する最近の動向-2006年診療報酬改定・医療制度改
革・看護基礎教育の充実に関する検討会など看護教育， 47(8)，736-741，2006. 
18.大室律子，佐藤まゆみ，根本敬子，佐藤櫨子，太田節子，門川由紀江，i賓野孝子:新人看護職者の看
護実践能力問題とその対策.看護管理， 16(7)，554-558，2006. 
19.佐藤まゆみ，大室律子，根本敬子，佐藤穂子，太田節子，門川由紀江，漬野孝子:看護系大学を卒業
した新人看護職者における看護実践能力の習得状況.看護管理， 16(8)，676-681，2006. 
20.根本敬子，佐藤まゆみ，大室律子，太田節子，佐藤櫨子，門川由紀江，i賓野孝子:大卒新人看護職者
が就職 6か月後に抱く新人教育への希望・要望.看護管理， 16(9)，776-780，2006. 
21.太田節子，根本敬子，佐藤まゆみ，大室律子，佐藤雄子，門川由紀江，演野孝子:新人大卒看護師の
希望する「新人教育におけるマンツーマン教育J.看護管理， 16ω，870-874，2006. 
2.佐藤まゆみ，根本敬子，大室律子，佐藤種子，太田節子，門川由紀江，演野孝子:看護系大学を卒業
した新人看護職者の看護実践能力を育成するための教育プログラムの開発-看護技術の精選.看護管
理， 16tD，959-963，2006. 
23.大室律子，佐藤まゆみ，根本敬子，佐藤曜子，太田節子，門川由紀江，演野孝子，新野由子:大卒新
人看護実践能力の到達度評価.看護管理， 16(凶， 1055-1059，2006. 
〔研究状況〕
看護管理研究部では，看護職者の人材開発と看護政策，看護継続教育に関する研究を広範聞に行ってい
る.看護職者の人材開発については，平成17年度看護管理研究部寄付金を受け「国公私立大学病院副看護
部長の看護管理者研修に関わる実践的教育プログラム開発」の研究報告書 (12)をまとめた.この研究に
ついては学会発表(5 )を行った.
更に， 18年度は看護管理研究部寄付金を受け「国公私立大学病院看護管理者講習会評価と看護師長研修
プログラム開発」の研究を進めている.
また，平成15年から16年にわたり科学研究費「看護系大学卒業後 1年間の新人看護職者の実践能力を育
成する教育システム開発」研究にって紙上発表を行った.
プロジェクト研究は，看護教育制度と教育環境に関する研究を企画し現職教員と共同研究者が今日的問
題を中心に研究し，成果発表 (2) (3)，紙上発表 (13) (14)を行った.
テーマ別研究研修では，看護職者の専門性を高めるために医療施設における看護実戦能力の育成につい
て企画し、 20代看護師の就職・離職に関する実態，共通床を持つ病棟看護師の看護過程展開の現状と課題
について実態調査をし，発表 (6) (7)した. 
COE研究では， C地域健康支援において住民及び関係者参加による保健福祉計画策定，保健師の政策
関与能力の主要概念，介護保険制度改正に伴う行政保健師の役割について研究成果発表 (4)(8) (9) 
(1)を行った. 
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一方，政策研究においては，将来の周産期管理システムについて紙上発表(1)した.また，将来の産
科システムにおける助産師について成果発表 (10) した.更に看護・保健・医療福祉政策の中で、看護が
果たす役割や、政策的課題についても紙上発表を行った.
乳がん看護認定看護師教育課程
〔原著〕 
1.原田和江，矢形寛，宮内充，阿部恭子，川上義弘:乳癌術後患者のリンパ浮腫に対する理解と通院に

よる複合的理学療法の効果.乳癌の臨床， 21(1)，91-95，2006. 

〔単行書〕 
2.阿部恭子:CHAPTER 4 検査・治療に伴う乳がんケア 4内分泌療法時のケア.阿部恭子，矢形寛

(編)， N ursing Mook38 乳がん患者ケアガイド.学習研究社， 124-126，2006. 

3.阿部恭子:CHAPTER 5 乳がんケアと患者サポート 1乳がんケアの特徴.阿部恭子，矢形寛(編)， 
N ursing Mook38 乳がん患者ケアガイド.学習研究社， 136-139，2006. 
4.阿部恭子:CHAPTER 5 乳がんケアと患者サポート 4ボディイメージの変化へのサポート.阿部

恭子，矢形寛(編)， Nursing Mook38 乳がん患者ケアガイド.学習研究社， 147-153，2006. 

5.阿部恭子:CHAPTER 5 乳がんケアと患者サポート 8療養生活とセルフケア.阿部恭子，矢形寛

(編)， N ursing Mook38 乳がん患者ケアガイド.学習研究社， 167-169，2006. 

6.馬場由美子:Resource 1 検診・治療に関するさまざまな活動 社会的資源の活用.阿部恭子，矢形

寛(編)， N ursing Mook38 乳がん患者ケアガイド.学習研究社， 188，2006. 

7 .阿部恭子:Resource 1 乳がんケアのスキルアップに関する情報 乳がん看護認定看護師.阿部恭子，

矢形寛(編)， Nursing Mook38 乳がん患者ケアガイド.学習研究社， 189-190，2006. 

8.阿部恭子:Resource 1 乳がんケアのスキルアップに関する情報 関連学会・研究会.阿部恭子，矢

形寛(編)， N ursing Mook38 乳がん患者ケアガイド.学習研究社， 191-192，2006. 

9.阿部恭子:第 1章 ブレストケアナース (BCN)の役割.阿部恭子(編)，ブレストケアナース.日

総研出版， 8-13，2006. 

10.阿部恭子:第 2章初回受診から検査・診断までにおけるブレストケアナースの役割 第 1節事例
から学ぶブレストケアナースの役割.阿部恭子(編)，ブレストケアナース.日総研出版， 16-19， 
2006. 
11.阿部恭子:第 2章初回受診から検査・診断までにおけるブレストケアナースの役割 第3節検
査・診断時のケア.阿部恭子(編入ブレストケアナース.日総研出版， 47-49，2006. 
12.阿部恭子:第 3章 治療方針の決定から治療後までにおけるブレストケアナースの役割 第 1節 事
例から学ぶブレストケアナースの役割.阿部恭子(編入ブレストケアナース.日総研出版， 52-55， 
2006. 
13.阿部恭子:第 3章 治療方針の決定から治療後までにおけるブレストケアナースの役割 第3節 治
療を受ける患者のケア.阿部恭子(編)，ブレストケアナース.日総研出版， 77-90，2006. 
14.阿部恭子:第 4章再発・転移の診断・治療におけるブレストケアナースの役割 第 1節事例から
学ぶブレストケアナースの役割.阿部恭子(編入ブレストケアナース.日総研出版， 92-94，2006. 
15.阿部恭子:第 4章再発・転移の診断・治療におけるブレストケアナースの役割 第3節 再発・転
移のある患者へのケア.阿部恭子(編入ブレストケアナース.日総研出版， 101-104，2006. 
16.阿部恭子:乳がん看護認定看護師と乳がん看護.佐伯俊昭(編入乳がん標準化学療法の実際.金原
出版株式会社， 131-135，2006. 
〔総説・短報・実践報告"資料・その他〕 
17.阿部恭子:REVIEW75 乳房温存療法と胸筋温存乳房切除術の生存率をどう説明するか.ナ←シン
グ・トゥデイ， 21ω，90，2006. 
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18.阿部恭子:乳がん看護認定看護師教育課程での教育プログラム.第 3回日本乳癌学会関東地方会(特
別講演)， 31，2006. 
19.阿部恭子，黒田久美子，赤沼智子，石垣和子:乳がんに特化した専門性の高い看護教育プログラムの
展開とケア技術・資源の開発に向けて.千葉大学オープンリサーチ， 21，2006. 
〔研究状況〕
乳がん看護認定看護師教育課程では，乳がん看護と乳がん看護認定看護師教育に関する教育実践および
研究を行っている.乳がん看護の実践的な教育に関するもの(2-6，8 -15，17) と，乳がん看護認定看
護師の役割に関するもの(7，16)，乳がん看護認定看護師教育プログラムに関するもの (18，19)があ
り，さらに乳癌術後患者のリンパ浮腫に関する研究(1)がある.また，乳がん看護認定看護師の活動の
拡大と定着に向けた調査研究や，乳がん患者への実践的なケアの向上に関する調査研究に取り組んで、いる.
病院看護システム管理学
〔学会発表抄録〕 
1. Nagano M.，Kuroda T.，Ebata T.，Teshima M.，Ogata Y.，Sakurai C.，Sasai T.，Tokunaga K.，Ohura 
T.: Pressure-reducing matters to help take care of patients with pressure ulcers in large hospitals 
in ]apan. ]OURNAL OF WOCN，33 (3S) ，S45，2006. 
2. Sakurai C.，Nagano M.，Ebata T.，Ogata Y.，Teshima M.，Yamada N.，Mukai C.，Tokunaga K.，Ohura 
T.: Method of in-service education on pressure ulcers in hospitals. ]OURNAL OF WOCN，33 (3S) ， 
S46.2006. 
3. Kofuji M.，Teshima M.，Nagano M.，Sakurai c.:Evaluation of the e妊icacyand necessary characteris-
tics of decubitus ulcer prevention measures using electronic nursing record. ]OURNAL OF WOCN， 
33 (3S) ，S47，2006. 
4. Okada S.，Nagano M.， ，Suzuki A.].，Nishio Nishio M.，Hasebe K.: Washing with skin detergent con-
taining synthetic pseudo-ceramide improved skin conditions of nursing home and old-age home 
residents. ]OURNAL OF WOCN，33 (3S) ，S44，2006. 
5. Ishida Y.，Tokunaga K.，Nagano M.，Ando Y.，Iida S.，Tsukada K.: Problems and status of outpa-
tients with stomas who are 80 years old or older.]OURNAL OF WOCN，33 (3S) ，S43，2006. 
6. Ando Y.，Tokunaga K.，Nagano M.，Ishida Y.，Iida S.，Tsukada K.: Status and problems on patients 
with stomas who receive long-term support at outpatient clinic. ]OURNAL OF WOCN，33 (3S) ，S 
43.2006. 
7. Nagano M.，Ebata T.，Kuroda T.，Teshima M.，Ogata Y.，Sakurai c.， Sasai T.，Tokunaga K.，Ohura 
T.: Current activities of pressure ulcer management teams in large-scale hospitals. 16th Biennial 
Congress of The W orld Council of Enterostomal Therapists ABSTRACTS BOOK，181，2006. 
8.鈴木康美，手島恵，永野みどり，棲井智穂子:EQ・経験の振り返りを取り入れた中堅看護師のリー
ダーシップ能力開発プログラム.第10回日本看護管理学会年次大会講演抄録集， 65，2006. 
9.山地のぶ子，手島恵，永野みどり，楼井智穂子:主任副看護師長を活用した 1----3年目病棟スタッフ
の能力開発支援.第10回日本看護管理学会年次大会講演抄録集， 59，2006. 
10.野月千春，手島恵，永野みどり，楼井智穂子:軽症脳梗塞患者の再発予防に向けた多職種連携システ
ムの構築.第10回日本看護管理学会年次大会講演抄録集， 96，2006. 
11.塚田邦夫，徳永恵子，永野みどり:祷癒ポケットの切開適応判定基準.第 36回日本創傷治癒学会プロ
グラム・抄録集， 56，2006. 
12.小山虞理子，片平伸子，水戸優子，山口由子，川守田千秋，及川郁子，鶴田恵子，手島恵，植村由美
子，朝倉美奈，野崎真奈美，高田早苗:看護基礎教育卒業時における看護技術の到達目標 その 1
デルファイ調査による教育と臨床の合意.第26回日看科会学術集会講演集， 172，2006. 
13.小山員理子，水戸優子，川守田千秋，山口由子，鶴田恵子，手島恵，及川郁子，野崎真奈美，高田早 
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百，片平伸子，植村由美子，朝倉美奈:看護基礎教育卒業時の看護技術の到達目標 その 2 妥当性
の検討.第26回日看科会学術集会講演集， 339，2006. 
〔報告書〕 
14.永野みどり:祷療対策体制における病院での多職種の機能を生かす医療サービスの提供システムの検
討.平成15年度~平成17年度科学研究費補助金(基盤研究(c)研究成果報告書， 2006. 
〔総説・短報・実践報告圃資料・その他〕 
14.手島恵:看護倫理教育-倫理的感受性，分析力，実践能力をどのように養うか生命倫理， 17，58-
60，2006. 
15.手島恵:課題プロジ、ェクトによる看護管理能力の開発，文部科学省特色ある大学教育支援プログラム
ポスターセッション 平成18年度 選定取組の紹介， 20，財団法人大学基準協会「特色ある大学教育
支援プログラム」実施委員会， 2006. 
〔研究状況〕
本領域では，平成17年度までの特定機能病院における祷癒対策体制の評価の研究を発展させて，平成18
年度には〔先進的取り組みをしている施設訪問調査による祷療対策体制質評価の研究〕をプロジ、エクト研
究課題とした.また，大規模病院における祷療対策の質を評価できる調査項目を検討した.そして，大学
附属病院で活躍しているwoc看護師らである研究協力者により，所属の特定機能病院の祷療対策体制の
調査を行った.
手島は，韓国，日本との共同研究で得られた看護倫理教育についての取組をまとめた (14).また，文
部科学省大学等教育支援補助金，特色ある大学教育支援の「課題プロジ、エクトによる看護管理能力の開発」
に関連し，インターンシップ拠点の交渉や，これまでの看護システム管理学専攻における教育の取組・成
果の公表を，札幌，大阪，神奈川，福岡で開催されたGPフォーラムで、行った (15). 
永野は，研究代表者をつとめる平成18年度厚生労働科学研究費補助金(長寿科学総合研究事業) C高
齢者施設における祷癒ケアガイドラインの作成 (H18-長寿一一般一005)Jにおいて，高齢者施設におけ
る祷癒ケアガイドラインを作成する委員会と作業班を組織し， Iガイドライン」と「ケアガイドJに分け
て作成作業を進めた.ガイドライン作成にむけた現状調査として，訪問調査と大規模調査を実施した.訪
問調査の訪問調査員は，経験を積んだwoc看護認定看護師程度の祷癒ケアのスペシャリストとし，調査
対象は，訪問調査員の調査可能な地域での特別養護老人ホーム26施設とした.大規模調査は，全国の特別
養護老人ホーム5，800施設を対象に質問紙による調査を郵送法にて実施した.重ねて永野が研究代表者を
つとめる文部科学省科学研究費補助金平成18-20年度基盤研究cC祷癒対策における医療提供システムの
質評価指標開発の基礎的研究〕において， r祷療対策の取り組み』と『結果:祷癒リスク保有患者の祷癒
進行度の比率』の調査項目を検討し調査方法を洗練した.研究対象を，主にwoc認定看護師教育課程で
修了間もないwoc認定看護師の在籍する施設を主な対象とし，約40施設を対象に12ヶ月毎の調査の第 1
回目を実施した.
楼井は，文部科学省科学研究費補助金〔医療機関における患者と家族の意思決定支援システムの構築に
関する研究(課題番号17791586)Jに取り組み，訪問調査を実施した.
地域高齢者看護システム管理学
〔原著〕 
1 .杉田由加里:ケアマネジメントにおける介護支援専門員が認識している学習ニーズ.千葉看会誌， 12 
(1)，58-64，2006. 
2.杉田由加里，佐藤紀子，飯野理恵:文献からみた介護予防における保健師の活動内容.千葉看会誌，
 
12(2)，91-97，2006. 
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〔学会発表〕 
3.吉本照子:パートナーシップの理論と研究の現状，シンポジウム「パートナーシップに基づく看護の

マネジメントが実現する対象者の安寧J.千葉看第12回学術集会集録. 6 -7，2006. 

4.山下朱賓，仙福成子，酒井郁子:新看護基準作成プロジ、エクトチームのマネジメント，千葉看第12回
学術集会集録. 24-25，2006. 
5.吉田千文，酒井郁子，綿貫成明:保健医療施設におけるせん妄ケアと看護職者の体験する困難.第37
回日看会抄録(看護管理)， 139，2006. 
6.湯浅美千代，諏訪さゆり，酒井郁子:急性期を担う病院の看護師が学び直す認知症看護一研修企画の

実施と評価.日本老年看護学会第11回学術集会抄録集， 176. 2006. 

7 .酒井郁子，湯浅美千代，諏訪さゆり:急性期を担う病院の看護師が学び直す認知症看護-研修前後の

受講者の認識から見た研修効果.日本老年看護学会第1回学術集会抄録集， 177，2006. 

8.諏訪さゆり，吉本照子，酒井郁子，湯浅美千代:介護老人保健施設における認知症高齢者のための医

療連携の実態.日本老年看護学会第1回学術集会抄録集， 178，2006. 

9.佐藤弘美，天津栄子，金川克子，田高悦子，酒井郁子，細川淳子，伊藤麻美子，松平裕佳:回想法で
用いるプロンプトが認知症高齢者におよぼす影響.日本老年看護学会第1回学術集会抄録集， 179， 
2006. 
10.酒井郁子，竹内登美子，寺内英真，綿貫成明:交流集会 急性期ケア領域におけるせん妄ケアのエビ
デンス.第26回日看科会学術集会講演集， 109，2006. 
11.遠藤淑美，坂田三允，吉本照子，酒井郁子，杉田由加里:悪性腫蕩を合併した統合失調症患者への看
護の実態.第26回日看科会学術集会講演集， 311，2006. 
12.杉田由加里:居宅介護支援事業所ケアマネジャーの役割認知とケアマネジメント実践の関連.日本ケ
アマネジメント学会第 5回研究大会抄録集， 97，2006. 
13.佐藤紀子，杉田由加里，飯野理恵:介護予防における保健師の活動内容の特徴(第 1報).日本地域
看護学会第 9回学術集会講演集， 89，2006. 
14.杉田由加里，佐藤紀子，飯野理恵:介護予防における保健師の活動内容の特徴(第 2報)一介護予防
の段階別検討 .日本地域看護学会第 9回学術集会講演集， 92，2006. 
15.杉田由加里:ケアマネジメントの実践における介護予防に関する介護支援専門員の認識.千葉看第12
回学術集会集録， 19，2006. 
〔報告書〕 
16.野口美和子，根本敬子，酒井郁子，天津栄子，佐藤弘美，大塚真理子，丸山優，坂田直美，小野幸子，
湯浅美千代:介護保険施設における痴呆症をもっ入所者に関するリスクマネジメントの導入と理論化.
(研究代表者野口美和子)課題番号14370815 平成14-17年度科学研究費補助金(基盤研究(B)(l) 研
究成果報告書， 2006. 
17.吉本照子，酒井郁子，湯浅美千代，諏訪さゆり:医療依存度の高い認知症高齢者のケアにおける介護
保険事業所と医療機関との連携に関する研究-病院看護部門を対象とした研修プログラムの開発. (研
究代表者:諏訪さゆり)平成17年度老人保健健康増進等事業報告書(介護保険制度の適正な実施およ
び質の向上に寄与する調査研究事業 認知症介護のサービスのあり方と質の向上に関する研究報告書.
社会福祉法人浴風会認知症介護研究・研修東京センター， 45-63，2006. 
〔単行書〕 
18.酒井郁子:第 5章 認知症高齢者の看護計画一事例と解説 大腿骨頚部骨折の治療を受ける認知症高
齢者の事例.諏訪さゆり編・著，医療依存度の高い認知症高齢者の治療と看護計画. 162-178，日総
研出版， 2006. 
19.酒井郁子:4. リハビリテーション看護技術①脳卒中， 5. リハビリテーション看護の継続と地域リ
ハビリテーションシステム.貝塚みどり，大森武子，江藤文夫，酒井郁子(編)， QOLを高めるリハ
ビリテーション看護.第 2版，医歯薬出版株式会社， 171-183，261-269，2006. 
20.酒井郁子:第 4章 質的研究における研究指導.ホロウェイ・ウエーラー(著)，野口美和子(監訳)， 
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ナースのための質的研究入門一研究方法から論文作成まで.第 2版，医学書庖， 67-74，2006. 
21.杉田由加里:第 15章 データ分析:手JI真，実施，コンピューターの活用.ホロウェイ・ウエーラー，
野口美和子(監訳)，ナースのための質的研究入門.医学書院， 230-245，2006. 
a〔総説・短報・実践報告 資料・その他〕 
22.酒井郁子:術後せん妄の予防とケア(総説).日本整形外科看護研究会誌， 1，42-45，2006. 
23.柳津尚代，吉本照子，波川京子，阿部芳江:中山間地の配食サービスにおけるボランテイア活動者の
問題認識と保健福祉の広報に対する期待.日本公衆衛生雑誌， 53(国， 889-898，2006. 
24.酒井郁子:基調講演 介護保険施設における認知症高齢者のうけるリスクと施設の受けるリスク.科
学研究費補助金(研究成果公表促進費研究成果公表発表(A) I介護保健施設における認知症高齢者の
リスクマネジメント-看護研究者とケア提供者の協働による方法論の展開」抄録， 36-37，2006. 
25.酒井郁子:リハビリテーションにおける看護の役割と機能，地域リハビリテーション， 1 (5)，396-
399，2006. 
26.酒井郁子，綿貫成明:術後せん妄は患者のバイタルサイン，正しい予防とケアのためのエッセンス.
看護学雑誌， 70(7)，626-632，2006. 
27.吉本照子:高齢者の自立支援の観点からみた配食ボランテイアサービスの意義と課題.保健師ジャー
ナル， 62(5)，375-377，2006. 
28.吉本照子，柳津尚代:配食ボランテイアの認識にもとづく高齢者の自立支援のしくみづくりの実態と
課題.保健師ジャーナル， 62(5)，390-393，2006. 
29.酒井郁子:看護・介護にとっての自立支援とADL.第18年度回復期リハビテーション病棟研修会
第12回看護・介護研修会抄録集， 1-9，2006. 
30.吉本照子，諏訪さゆり，酒井郁子，湯浅美千代:老健のケアマニュアルと急変時のルールの整備状況
看護管理者に対する全国調査から.、第17回全国介護老人保健施設 熊本大会， 2006. 
31.末永由理，島田広美，広瀬穂積，酒井郁子:脳卒中患者の QOL評価の現状と課題.千葉看会誌， 12 
(2)，98-103，2006. 
32.大塚虞理子，酒井郁子:シンポジウム企画の意図・討論とまとめ，シンポジウム「パートナーシップ
に基づく看護のマネジメントが実現する対象者の安寧J.千葉看会誌， 12(2)，115，2006. 
33.吉本照子:パートナ}シップの理論と研究の現状，シンポジウム「パートナーシップに基づく看護の
マネジメントが実現する対象者の安寧J.千葉看会誌， 12(2)，112，2006. 
〔研究状況〕
本領域では，地域高齢者看護のシステム化に関する知識・技術について，介護予防，リハビリテーショ
ン看護，ケアマネジメントの観点から研究を行っている. 10月から，酒井は看護実践研究指導センター継
続看護研究部に教授として異動した.
吉本は，介護予防の観点から，地域高齢者看護のシステム化の基盤的な概念の 1つである「パートナー
シップJ(3)，配食ボランティアサービスに関する情報の共有化の課題 (23)，保健福祉職と配食ボラン
テイアの役割・機能の実態と課題 (27，28) について報告した.また全国の介護老人保健施設における医
療連携のルールづくりの実態について報告した (30). 
酒井は，介護保険施設入所者のリスクマネジメントの導入と理論化の報告書を研究班でまとめ，その結
果を研究成果公表促進費研究成果公表発表(A)によるシンポジウムにて公表した.また術後せん妄の実態調
査にて得られた知見を公表した.医療依存度の高い認知症高齢者のケアの改善を目的に看護師の研修プロ
グラムを開発した.科研主任研究者として回復期リハ病棟における高齢脳卒中患者への援助の開発研究を
行い，結果をまとめつつある.
杉田は，居宅介護支援事業所ケアマネジャーの役割認知とケアマネジメント実践の関連(12)，ケアマ
ネジメントの実践における介護予防に関する介護支援専門員の認識 (15) について報告した.また，ケア
マネジメントにおける介護支援専門員が認識している学習ニーズ(1 )について，文献からみた介護予防
における保健師の活動内容(2 )について論文としてまとめた.今年度より，介護予防ケアマネジメント
のプロセスにおける指標に関する研究に着手した.
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COEフェロー
〔原著〕 
1.井出成美:介護予防サービスにおける保健師の認識から捉えた地域特性を反映させたサービス提供方

法.千葉看会誌， 12(1)，86-93，2006. 

2. 山田洋子，井出成美，宮崎美砂子:生活習慣病予防における行政保健師の看護実践知の創出研究成

果のメタ統合一.千葉看会誌， 12(2)，57-62，2006. 

3.嶋津順子，佐藤紀子，井出成美:地域における子育て家族の育児対処能力の向上を促す保健師の看護
2006. 1，15-2，12(2)実践知の創出-研究成果のメタ統合一.千葉看会誌， 
4.陳東，森恵美，望月良美，安藤みか，柏原英子，石井邦子，大月恵理子:不妊治療を受けている女性

のストレスを軽減する看護介入プログラムの開発，日本不妊看護学会誌， 3 (1)，4 -10，2006. 

5.大月恵理子，森恵美，中村康香，林ひろみ，中野美佳，陳東，前原邦江:日本における妊娠期の母親

役割獲得を促す家族看護の構成概念，千葉看会誌， 12(1)，50-57，2006. 

6.陳東，森恵美，望月良美，柏原英子，安藤みか，大月恵理子:乳幼児を持つ親に対する子育て観尺度

の開発信頼性・妥当性の検討，千葉看会誌， 12(2)，76-82，2006. 

7 .前原邦江:わが子の合図をよみとる敏感性を高める看護援助産祷早期の母子相互作用のアセスメン

トから母性衛生， 47(2)，429-438，2006. 

8.前原邦江:産祷期の母親役割獲得過程を促進する看護に関する研究-母子相互作用に焦点をあてた看

護介入の効果母性衛生， 47(1)，43-51，2006. 

9.望月由紀:ホッブズにおける二つの自然.社会文化科学研究(千葉大学社会文化科学研究科紀要)， 

第12号， 37-50，2006. 

10. 岡本有子，辻村真由子，吉永亜子，太田節子，伴真由美，石垣和子:訪問看護師の排便援助に関する
研究.排便問題を抱える要介護高齢者と排便介助のできない家族介護者に対して.千葉看会誌， 12(1)， 
100-107，2006. 
〔学会発表抄録〕 
11.井出成美，佐藤紀子，宮崎美砂子，武藤紀子，山田洋子，石川麻衣:独居高齢者の社会的サポート
ネットワークの実態と内容.第 9回日本地域看護学会学術集会講演集， 94，2006. 
12. 山田洋子，井出成美，宮崎美砂子:生活習慣病予防における行政保健師の看護実践知の創出研究成
果のメタ統合(その 1)-.第 9回日本地域看護学会学術集会講演集， 140，2006. 
13.嶋津順子，佐藤紀子，井出成美:地域における家族の育児対処能力の向上を促す保健師の看護実践知
2006. 1，14回日本地域看護学会学術集会講演集，9-.第2)の創出-研究成果のメタ統合(その 
14.佐藤紀子，井出成美，宮崎美砂子，山田洋子，細谷紀子:住民ボランテイアにおける地域の高齢者と
の交流内容と経験.第65回日公衛会抄録集， 782，2006. 
15.川添裕子:死後のケア-<死化粧〉への文化人類学的アプローチ.千葉大学 21世紀COEプログラム
第 3回国際シンポジウム抄録， 37，2006. 
16.張平平，張欄芳，正木治恵、:126名の内科入院高齢患者の服薬能力に関するアセスメント.第10回日
中看護学会論文集録， 112-113，2006. 
17.張平平，矢野正子:注射事故防止における看護師の認識に関する研究.第10回日中看護学会論文集録， 
262-263，2006. 
18.張平平，正木治恵:中国における高齢患者の服薬アセスメントツールの使用による看護師の意識変化.
第26回日看科会学術集会講演集， 389，2006. 
19.陳東，森恵美，大月恵理子，望月良美，柏原英子，安藤みか:育成期にある夫婦の子育て観尺度の開
発.千葉大学21世紀COEプログラム第 3回国際シンポジウム抄録， 80，2006. 
20.陳東，森恵美:乳幼児を育てる親の子育て観尺度の開発一日本語版と中国語版子育て観尺度の作成と
内容的・表面的妥当性の検討第10回日中看護学会論文集録， 284，2006. 
21.前原邦江，森恵美:産後 1---3か月の母親への育児支援プログラムの実施と評価-“ふれあい"を通
して母子相互作用を促す看護介入.第 8回日本母性看護学会学術集会抄録集， 56，2006. 
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22.前原邦江:出産後の母親の自信を高める看護-母子相互作用に焦点をあてて千葉大学21世紀COE
プログラム第 3回国際シンポジウム抄録， 24-25，2006. 
23.望月由紀:看護技術とコミュニケーション.千葉大学21世紀COEプログラム第 3回国際シンポジウ
2006.，39議，Sム抄 
24.吉田千文，小池智子，岩崎弥生，荻野雅，鈴木明子，野崎章子:医療組織文化と看護ケア一日本文献
調査から.千葉看第12回学術集会集録， 23，2006. 
25.吉田千文，森恵美，山本利枝，手島恵、，酒井郁子，荻野雅，高橋久一郎:クリテイカルケアにおける
看護師の倫理的葛藤.第10回日中看護学会論文集録， 309-310，2006. 
26.吉田千文，酒井郁子，綿貫成明:保健医療施設におけるせん妄ケアと看護職者の体験する困難.第37
回日看会(看護管理)抄録集， 139，2006. 
27.吉田千文:看護部長・副看護部長の有する改革のための実践知.第26回日看科会集録講演集， 417， 
2006. 
28.吉永亜子:看護学教科書が教える「睡眠を促す援助」の日米比較.千葉大学21世紀COEプログラム
第3回国際シンポジウム 日本文化型看護学一知の創出と検証， 33，2006. 
〔報告書〕 
29.井出成美:自治体保健師の地域診断の特徴-市町村保健師の地域生活集団の捉えかたおよび情報の把
握と認識の仕方一，平成17年度千葉大学21世紀COEプログラム拠点報告書， 149-155，2006. 
30.川添裕子:死後のケア-<死化粧〉への文化人類学的アプローチ.平成 17年度21世紀COEプログラム
拠点報告書， 157-162，2006. 
31.陳東:乳幼児を持つ親の子育ての認知的評価について.平成 17年度千葉大学21世紀COEプログラム
拠点報告書， 163-168，2006. 
32.前原邦江:乳児をもっ親への育児支援フ。ログラムの実施と評価-‘ふれあい'を通して母子相互作用を
促す看護介入平成17年度千葉大学21世紀COEプログラム拠点報告書， 169-173，2006. 
33. Maehara K.: Nursing intervention to increase maternal role confidence during the postpartum pe-
riod: Focus on mother-infant interactions. Chiba University 21st Century the Center of Excellence， 
The Report of the Third International Symposium，21-24，2006. 
34.望月由紀:日本の看護学における共感概念の検討.平成17年度千葉大学21世紀COEプログラム拠点
報告書， 181-186，2006. 
35. Mochizuki Y.: The Nursing Art and Communication between Patients and Nurses. Chiba Univer-
sity 21st Century the Center of Excellence，The Report of the Third International Symposium，68-
70.2006. 
36.吉田千文:日本における看護マネジメント改革に関する実践知一研究のための概念枠組みの開発.平
成17年度21世紀COEプログラム拠点報告書， 187-197，2006. 
37. Yoshinaga A.: Nursing interventions for sleep deprivation as described in ‘Fundamentals of Nurs-
ing'，Japan-US comparisons. Chiba University 21st Century the Center of Excellence，The Report 
of the Third International Symposium，57-60，2006. 
38.吉永亜子:基礎看護学教科書で教える睡眠援助の日本の特徴と足浴が日本で睡眠援助になった経緯.
平成17年度21世紀COEプログラム拠点報告書 日本文化型看護学の創出・国際発信拠点一実践知に基
づく看護学の確立と展開， 199-204，2006. 
〔単行書〕 
39.吉田千文:第 2部第 5章 面接. Holloway，1 and Wheeler，S著，野口美和子(監訳)ナースのため
の質的研究入門-研究方法から論文作成まで 第2版， 78-94，2006. 
40.吉田千文，石橋みゆき:第 4章早期退院連携ガイドライン実践の手引き 4ガイドラインの活用を試
みて②千葉大学医学部附属病院の場合.川越博美，長江弘子編，早期退院連携ガイドラインの活用.
日本看護協会出版会， 86-96，2006. 
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〔総説・短報・実践報告 E 資料・その他〕 
41. Kawazoe H.: The Care of Deceased Patients: A Cultural-Anthropological Approach to the Practice 
of Applying Cosmetics to Deceased Patients followed by Nurses in Japan. Chiba University 2pt 
Century the Center of Excellence，The Report of the Third International Symposium，64-67，2006. 
42.大月恵理子，陳東，望月良美，安藤みか，柏原英子，森恵美:不妊治療中の女性への看護介入プログ
ラム展開のための研修会の実施とその評価.千葉大学看護学部紀要， 28，29-34，2006. 
43.吉田千文:ケアの継続のための看護者の役割・自立・協働を考える ケア継続のための看護システム
構築の推進看護管理者の立場から.看護， 58(4)，70-73，2006 
〔研究状況〕
・井出は以下の研究を行った. 
1. COE平成16年度特別奨励研究費によって実施した研究「介護予防サービスおける保健師の認識か
ら捉えた地域特性を反映させたサービス提供方法」を原著にまとめ， COE平成17年度特別奨励研
究費によって実施した研究「自治体保健師の地域診断の特徴」を報告書にまとめた(1，29). 
2. COE平成18年度特別奨励研究により「高齢者の公的・非公的支援者との交流におけるエンパワー
メントを促す看護援助」を行っている. 
3. COEサブプロジェクト C I日本文化型地域健康支援」において，平成17年度より継続して実施し
てきた，行政保健師の予防活動における実践知のメタ統合に関する複数の研究成果を，他のプロ
ジ、エクトメンバーと学会発表すると共に原著にまとめた(2，3，12，13). 
4. COEサブプロジェクト C I日本文化型地域健康支援」の一環として，フィンランドのと共同研究
「地域の社会的サポートネットワークと高齢者のエンパワーメントを促進する看護援助」を昨年度
14). 1，(1から継続して実施している.実施した調査の一部のデータをまとめ，学会発表した 
5. COE横断研究「乳幼児期の子どもをもっ家族への育児支援プログラムの開発一地域における包括
的家族支援プログラムへの提言-Jの研究メンバーとして継続プログラムの一部の企画やプログラ
ム実施に関わった.今後は他メンバーと共にプログラムの効果について評価し研究成果をまとめて
いく予定である.
・川添は，臨床の場の文化的構築を明らかにすることを目標に，死後の処置，看護と制度的環境について
研究を行っている (15，30，41).研究成果発信と交流の場として，看護学部COEホームページに「文
化の交差点」サイトを設置した (http://www.chiba-u-21coe.jp/kawazoe).現在ウェブ上でアンケート
を実施中である.また「看護に求められる文化的能力一看護学と文化人類学の出会い」について山形大
学医学部看護学科公開セミナーで講演を行う他，文化人類学における身体研究についてCOEランチョ
ンセミナーを千子った.
-張は，博士後期課程で開発した高齢患者の服薬アセスメントツールの修正版を用いて「中国と日本にお
ける高齢患者の服薬能力に関する文化差の考察」との研究を行っている.中国側のデータ収集は計画通
り終了しデータ分析の段階に至っているが，日本側のデータはサンプル数が足りないため，引き続き
データ収集を行っている.また， COEサブプロジェクト Aにおいては，対人援助関係の異文化を見る
ために中国北京大学看護学院と「文化に根ざした認知症予防教室の開発過程における日中比較」及ぴ「健
康教育の教室開発における文化的要素の抽出一日本と中国の糖尿病予防教室の開催を通して-Jという
題目の国際共同研究を行っている.
-陳は，以下の研究を行った. 
1. COEサブプロジェクト B I日本文化型家族支援」の一環として， I子育て観と夫婦関係に関する日
中共同研究」を中心に行っている.乳幼児を持つ親に対する子育て観尺度の開発について国際学会
および第 3回COE国際シンポジウムにて発表し，原著にまとめた(6，19，20).開発した尺度を
用い，日中両国において調査し，日中間の文化的違いについての研究成果をまとめている. 
2.平成17年度特別奨励研究により「乳幼児を持つ母親の子育てに対する認知的評価について」の研究
を行い， 3，4ヶ月の子どもを持つ母親とその夫の子育ての認知的評価の特徴を明らかにし，報告
書にまとめた (31). 
3. COEサブプロジェクト B I日本文化型家族支援」における「日本における妊娠期の母親役割獲得
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を促す家族看護の構成概念」に関する研究にかかわった(5 ) . 
4. COEプロジェクトで得られた平成18年度特別奨励研究により「乳幼児を持つ母親の子育てに対す
る認知的評価の関連要因の探索研究」を行っている. 
5.母性看護学教育研究分野において平成16年度より文部科学省科学研究費補助金(基盤研究B)を受
けすすめている「不妊治療を受けている女性のストレスを軽減する看護介入プログラムの開発と実
用化」に研究分担者として関わり，担当した部分について研究成果を原著にまとめた(4，42). 
・前原は，	 COE平成17---18年度特別奨励研究により実施した「乳児をもっ親への育児支援プログラムの
実施と評価-‘ふれあい'を通して母子相互作用を促す看護介入-Jを学会等で発表し，報告書にまとめ
た (21，22，32，33).平成18年度はCOEサブプロジェクト横断研究「乳幼児期の子どもをもっ家族へ
の育児支援プログラムの開発一地域における包括的家族支援プログラムへの提言-Jを行っている.
-望月は，以下の研究を行った. 
1 .平成16年度に引き続き患者一看護師間コミュニケーションにおける「共感Jについて，日本の看護
学における共感概念の解明と，共感性尺度を使用した看護師の共感性測定における共感概念の使用
状況について研究を行っている.それらの一部は千葉大学21世紀COEプログラム第 3回国際シン
ポジウムにて発表した (23，34，35). 
2.倫理的価値と行為の関係について， トマス・ホップズの自然法概念を元に考察を行い，その成果を
原著として発表した(9 ).
3. COEサブプロジェクト C I日本型地域健康支援」訪問看護グループ行動ルール班において，日本
の看護師に特有な行動ルールを解明することを目標に研究を行っている.第一段階として 9月 5---
17日までストックホルム，およびロンドンの訪問看護師への同行見学，および現地日本人看護師へ
のインタビューを実施した.現在そのデータを元に行動ルール質問表を作成中である. 
4. COEサブプロジ、エクト D I身体機能調整」排池援助グループにおいて， I排池ケアにおける看護実
践知」の解明を目的として，各種概念検討，および文献のメタ分析を行っている.
-吉田は，千葉大学看護学部21世紀COEプログラムの 2つのサブプロジェクト「日本型倫理的推論の特
徴と看護基礎教育」と「医療組織文化」に所属し共同研究を行った.また個人としても平成18年度COE
特別研究奨励費の補助を受け，看護管理学の視点からの研究に取り組んだ. 
1.サブプロジェクト G I日本型倫理的推論の特徴と看護基礎教育」においては，日本の看護実践にお
ける倫理的課題と実践知の抽出研究の一部として，クリテイカルケア領域において日本の看護師が
体験する倫理的葛藤を抽出する研究に取り組んでおり，その成果の一部 (25)を発表した.また学
士課程における看護倫理教育プログラムの効果に関する研究，及び大学院教育における看護倫理教
育プログラムの開発と評価研究では，学部と大学院のそれぞれにおける看護倫理教育プログラムの
開発と実施，教材開発，および評価研究に共同で取り組んでいる.また10月のサブプロジェクト G
主催 国際ワークショップ「アジア文化と看護倫理教育」の企画・準備・運営を共同で、行った. 
2.サブプロジ、エクト「医療組織文化」においては，医療組織文化と看護ケアの関係を明らかにするた
めに，看護師による静脈注射に対する法的解釈の変更という制度変更を組織文化を浮き上がらせる
切り口として調査を進めており，その成果の一部 (24)を発表した. 
3.個人研究として， .COE特別研究奨励費の補助をうけ看護管理学的視点から日本の看護管理者の有
する実践知や日本の臨床現場の問題を捉える研究に取り組んだ (26，27，36，40，43). 
・吉永は，以下の研究を行った. 
1.“睡眠を促す看護援助"に関して国内で公表された研究を網羅的に集め，足浴研究を総括して，臨
床的効果があることと深部体温を変化させて睡眠を促す機序とを推定した. 
2. “睡眠を促す看護援助"について，日本と英語圏の基礎看護学教科書を比較した結果，“足浴"を睡
眠援助として教えているのは日本だけであった.昔の看護学教科書より，日本に輸入された時は
“頭痛緩和や発汗促進"を目的とした援助であったことと，その後，国内において，体を温めて睡
眠を促す他の援助法からの推測や風呂に入るとよく眠れる知見からの類推より睡眠援助として用い
られるようになったであろう経緯を推測した (29，37，38). 
3.現在は，足浴の睡眠を促す機序を実証するため基礎研究を行っている.具体的には，睡眠援助の対
象と想定している“60歳以上"の人に， 3種類の湯温で足浴を実施し，足浴前に比べて，足浴中や
千葉大学看護学部紀要第29号
足浴後の安静時に，睡眠が起こるか，深部体温，皮膚温，自律神経がどのように変化するか，また，
身体的精神的変化はどのように自覚されているかを調べている. 
4. COEサブプロジェクト D I身体機能調整」の一環として，排世についての実践知を知るために訪
問看護師にインタビューし，結果を公表した (10). 
